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スクールリーダーの学びの場スクールリーダーの学びの場スクールリーダーの学びの場

院　生
出 会 う
交 わ る
協同する

教　員
目標の共有
交流の促進
協同の支援

基　軸

理論知と
実践知の対話

目　標

理論の意識化
＋実践の対象化

夜間大学院のスクールリーダー教育は、教職員と院生が協同してスクールリーダーの学習コミュニティを創り出す試みです。授業実践、研究活動、修士
論文作成は、理論知と実践知の対話を基軸に展開してきました。この取り組みは、大学・学校・教育委員会の連携協力に支えられています。関係機関
に属する教職員の方々のご協力とご支援に厚くお礼申し上げます。この冊子は大学改革強化推進事業経費によるものです。

お 礼
夜間大学院で

「働きながら学ぶ」
スクールリーダーに
敬意を表します。

教師の学習コミュニティ
つなぐ
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現
職
教
員
の
た
め
の
夜
間
大
学
院

1夕
刻
に
な
る
と
、
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は

「
お
は
よ
う
」「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
あ

い
さ
つ
で
、
活
気
づ
く
。
若
い
学
部
生
に
交

じ
っ
て
年
輩
の
現
職
教
員
院
生
が
足
早
に
教
室

に
急
ぐ
。
こ
こ
は
、
全
国
唯
一
の
夜
間
教
育
学

部
を
基
礎
に
し
た
夜
間
大
学
院
で
あ
る
。
正
式

名
称
は
、
大
阪
教
育
大
学
大
学
院 

教
育
学
研

究
科 

実
践
学
校
教
育
専
攻（
以
下
、
夜
間
大
学

院
と
略
）
で
あ
る
。
所
在
地
は
交
通
至
便
な
天

王
寺
で
、「
学
び
」
を
志
す
現
職
教
員
が
昼
間

働
き
な
が
ら
夜
間
に
学
ん
で
い
る
。
夜
間
大
学

院
で
は
実
践
的
・
臨
床
的
教
育
を
基
本
に
据
え

て
、
教
育
実
践
の
基
礎
理
論
を
学
び
そ
の
対
象

化
を
め
ざ
す「
実
践
的
研
究
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
在
の
入
学
定
員
は
30
名
、
教
授
ス

タ
ッ
フ
は
専
任
教
員
22
名
で
、兼
任
教
員
５
名
、

特
任
教
員
４
名
、
非
常
勤
講
師
５
名
で
あ
る
。

１
９
９
６
年
創
設
以
来
、
入
学
者
は
４
０
０
名

を
超
え
て
い
る
。

夜
間
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

2夜
間
大
学
院
は
、
三
コ
ー
ス
制
で
、
Ａ
．ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス
、
Ｂ
．教
職
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ス
、
Ｃ
．授
業
実
践
者

コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
は
、

組
織
リ
ー
ダ
ー
、
実
践
リ
ー
ダ
ー
、
授
業
実
践

者
を
対
象
と
し
て
い
る
。実
際
に
は
、組
織
リ
ー

ダ
ー
や
実
践
リ
ー
ダ
ー
を
志
願
す
る
教
職
員
は

少
な
く
、
授
業
実
践
者
は
幅
広
い
年
齢
層
の
教

職
員
が
集
ま
る
。
彼
ら
の
問
題
関
心
と
役
割
意

識
を
拡
充
す
る
こ
と
が
私
た
ち
教
授
ス
タ
ッ
フ

の
役
割
で
あ
る
。

Ａ
コ
ー
ス
は
、
現
在
組
織
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

校
長
・
教
頭
、
首
席（
主
幹
教
諭
）、
指
導
主

事
が
毎
年
度
３
～
５
名
集
う
。
第
一
線
の
組
織

リ
ー
ダ
ー
の
力
量
を
拡
充
深
化
さ
せ
る
の
を
特

長
と
し
て
い
る
点
で
、
教
職
大
学
院
や
教
育
系

大
学
院
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
教
職
員
の
属

性
は
、
校
種
、
職
位
、
地
域
な
ど
多
様
で
あ
り
、

個
々
人
の
キ
ャ
リ
ア
や
問
題
関
心
も
ま
た
多
様

で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
職
員
の
多
様
性
を「
出

会
う
、
交
わ
る
、
協
同
す
る
」
と
い
う
ベ
ク
ト

ル
に
沿
う
よ
う
、
大
学
教
員
は「
目
標
の
共
有
、

交
流
の
促
進
、
協
同
の
支
援
」
の
手
だ
て
を
講

じ
る
。
そ
れ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
授
業

運
営
、
個
別
指
導
の
各
レ
ベ
ル
で
様
々
に
行
わ

れ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成（
表
1
を
参
照
）
を
み

る
と
、
専
攻
共
通
必
修
科
目
の
実
践
教
育
学
特

論
、
実
践
教
育
心
理
学
特
論
で
は
、
学
び
を
共

有
す
る
学
習
方
法
と
学
習
集
団
の
形
成
を
課
題

と
し
て
い
る
。グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン・

討
議
を
通
し
て
、
共
に
学
ぶ
意
識
形
成
と
集
団
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形
成
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
多
様
な
院
生
の
意

識
が
つ
な
が
っ
て
、
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
土

台
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト

集
団
と
し
て
協
同
学
習
を
深
め
て
い
く
場
で
あ

る
。
こ
の
専
門
科
目
は
、Theory

（
理
論
と

方
法
：
理
論
と
実
証
的
分
析
）、C

ase Study

（
事
例
研
究
：
典
型
的
事
例
を
素
材
に
し
た
研

究
協
議
）、Project

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
問
題
探
求
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
学
習
）、Internship

（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ：

実
務
実
習
と
そ
の
反
省
的
考
察
）
の
４
種
か
ら

立
体
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
内
容
領

域
に
よ
る
科
目
編
成
で
は
な
く
、
理
論
と
実
践

と
の
関
係
づ
け
の
視
点
か
ら
方
法
論
的
に
組
み

立
て
た
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス
の
専
門
科

目
を
み
る
と
、Theory

―
学
校
経
営
の
思
想

と
原
理
を
問
う「
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
」、

C
ase Study

―
学
校
づ
く
り
の
理
論
・
政
策
・

実
践
の
事
例
研
究「
学
校
評
価
」、Project

―

学
校
づ
く
り
の
実
践
事
例
を
検
討
し
構
想
す
る

「
学
校
づ
く
り
」、Internship

―
実
務
体
験
と

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う「
Ｓ
Ｌ
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
と
な
る
。
こ
の
他
、
選
択
科
目
と
し

て
、
学
校
組
織
開
発
を
構
想
す
る「
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
実
践
論
」、
大
学
と
教
育
委
員
会
連

携
に
よ
る
開
発
型
授
業「
大
阪
の
学
校
づ
く
り
」

の
２
科
目
が
あ
る
。
そ
し
て
、
修
士
論
文
は
実

践
と
理
論
を
つ
な
ぐ「
実
践
的
研
究
」
を
め
ざ

し
て
お
り
、「
特
別
課
題
研
究
」で
ゼ
ミ
方
式
の

研
究
指
導
が
行
わ
れ
る
。

以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
運
営
し
、
授
業

実
践
を
進
め
て
い
く
理
念
は「
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
形
成
で
あ
り
、

そ
れ
は
次
の
三
つ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

a.  

学
校
づ
く
り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
広

い
枠
組
み
で
捉
え
、
現
場
を
深
く
理
解
す

る
こ
と

b.  

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
校
づ
く
り

の
方
針
と
戦
略
を
構
想
す
る
こ
と

c.  

大
学
教
員
と
現
職
教
員
が
協
同
し
、
問
題

を
深
め
解
決
す
る「
知
識
創
造
」
を
め
ざ
す

こ
と

換
言
す
れ
ば
、「
理
論
的
基
盤
を
持
つ
実
践

力
」の
育
成
と「
実
践
的
研
究
力
」の
獲
得
と
い

う
二
つ
の
目
的
を
同
時
に
追
求
し
て
い
る
の
で

あ
る
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
大
学
院
と
い
え
よ
う
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
ス
パ
イ
ラ
ル
学
習

3ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
院
生
は
、
学
校
現
場
で

は
激
職
に
あ
り
、
公
務
を
最
優
先
す
べ
き
立
場

に
あ
る
。
校
長
・
教
頭
と
も
な
れ
ば
、
土
曜
日

を
入
れ
て
週
３
日
通
学
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ

る
。
集
中
講
義
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
修
了

要
件
で
あ
る
30
単
位
を
修
得
す
る
。２
年
目
は
、

難
関
の
修
士
論
文
の
作
成
作
業
に
全
力
を
傾
け

る
。ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
新
た
な
理
論
・
考
え

方
に
出
会
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
課
題

と
し
て
出
さ
れ
る
単
行
本
や
紀
要
論
文
を
読
み

込
み
、
理
解
し
、
考
え
る
作
業
を
重
ね
る
。
そ

し
て
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
報
告
し
、
意
見

交
換
、集
団
討
議
す
る
。
ま
た
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た
授
業
で

は
、
自
ら
の
経
験
や
知
見
を
生
か
し
な
が
ら
、

課
題
に
協
同
し
て
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
教
育

委
員
会
で
の
実
務
体
験
や
校
長
の
シ
ャ
ド
ー
イ

ン
グ
な
ど
実
務
実
習
を
重
ね
る
。

こ
れ
ら
の
学
習
は
、
論
文
を
読
む・考
え
る・

書
く
と
い
う
活
動
を
基
本
に
、
報
告
・
発
表
・

討
議
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
。
こ
の
学

習
活
動
を
毎
週
、
毎
月
、
毎
学
期
積
み
重
ね
て
、

ス
パ
イ
ラ
ル（
循
環
）
的
に
能
力
を
高
め
て
い

く
の
で
あ
る
。
近
年
は
、ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー・

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
自
ら
の
実
践
を
語
る
・

聴
く
・
ま
と
め
る
と
い
う
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
多
忙
な
中
、
週
末

の
土
曜
、
日
曜
に
集
中
的
に
自
学
自
習
、
研
究

作
業
を
行
う
。
日
常
の
職
務
の
上
に
、
大
学
院

の
学
習
を
こ
な
し
て
い
く
に
は
、
知
力
・
気
力
・

体
力
が
人
一
倍
要
求
さ
れ
る
し
、適
切
な
内
容・

水
準
で
仕
事
を
こ
な
す
能
力
が
要
求
さ
れ
る
。

２
年
間
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
大
学
院
生
活
で
、
た

く
ま
し
い
学
習
能
力
を
培
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
だ
れ
し
も

自
ら
の
思
考
ス
タ
イ
ル
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
経
験

3

表 1　カリキュラムの基本構造� (　) は科目数
1 専攻共通科目（必修 2）実践教育学特論、実践教育心理学特論

2

コ－ス専門科目（必修 3 ＋選択 1）
A. スクールリーダー・コース (School Leader Course: SLC)
　・学校マネジメント学、学校評価、学校づくり、SL インターンシップ
B. 教職ファシリテーター・コース (Mentor Teacher Course: MTC)
　・教師発達学、教職ファシリテーター論、教職指導、MT インターンシップ
C. 授業実践者コース (Fresh Teacher Course: FTC)
　・授業研究論、授業ケーススタディ、授業づくり、FT インターンシップ

3

多様な選択科目群
◇学校教育学系の科目
　・教育学、心理学、道徳教育学、特別支援教育学、情報教育学の科目
◇教科教育学系の科目
　・教科教育の科目（国語、数学、理科、音楽、美術、保健体育、英語）
　・教科専門の科目（国語、数学、理科、社会、生活、音楽、美術、体育、家庭）

4 特別課題研究（選択必修 2） 
5 修士論文
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を
す
る
。
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
教
職
経
験

を
通
し
て
経
験
則
、
カ
ン
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
む

実
践
知
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
特
定
の

学
校
や
行
政
の
社
会
的
文
脈
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
形
式
知
だ
け
で
な
く
暗
黙
知
の
部
分
も
少

な
く
な
い
。
実
践
知
の
世
界
は
多
様
性
、
多
元

性
、
曖
昧
さ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
確
か
な
経
験

と
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

理
論
知
は
論
理
性
・
体
系
性
を
志
向
し
、
現
象

を
説
明
し
予
見
す
る
命
題
か
ら
な
る
。
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
出
会
う
理
論
知
の
世
界
は
新
鮮

で
あ
り
、
現
実
を
理
解
し
説
明
す
る
概
念
と
枠

組
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
実
践
知
と
新
た
な
理
論
知
が
調
和
す
る
か
と

い
う
と
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
言
葉
に
し
難

い
微
妙
な
ズ
レ
を
感
じ
た
り
違
和
感
を
持
つ
こ

と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
事
な
シ
ー
ズ（
種
子
）

で
あ
る
。
実
践
者
に
と
っ
て
、
理
論
知
の
世
界

は
論
理
性
、
体
系
性
、
明
確
さ
で
圧
倒
さ
れ
る

が
、
そ
れ
ら
を
実
践
当
事
者
と
し
て
の
知
見
・

感
覚
と
摺
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

こ
の
実
践
知
と
理
論
知
の
葛
藤
は
、
理
論
と
実

践
、
思
考
と
行
為
、
分
析
と
意
思
決
定
の
葛
藤・

ジ
レ
ン
マ
で
あ
り
、
理
論
知
と
実
践
知
の
新
た

な
関
係
づ
け（
対
話
）を
行
う
契
機
と
な
る
。

夜
間
大
学
院
で
は
、
学
校
現
場
の
課
題
や
問

題
を
起
点
に
、
理
論
的
認
識
を
獲
得
し
つ
つ
、

実
践
を
対
象
化
し
再
構
成
す
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
学

習
を
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
進
め
な
が
ら
、
学
校
づ

く
り
の
見
方
・
考
え
方
を
再
構
成
し
、
確
か
な

理
論
的
基
盤
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、
夜
間
大
学
院
は
こ
れ
ま
で
の「
研

究
重
視
の
大
学
院
」と
い
う
よ
り
、「
理
論
・
実

践
対
話
型
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
大
学
院
」
と
呼
ぶ

べ
き
で
あ
ろ
う
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
び
の
自
己
評
価

4そ
れ
で
は
夜
間
大
学
院
を
修
了
し
た
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
た
ち
の
学
び
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
評
価
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
全
体
的
な
傾
向
を
整
理
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

第
一
に
、夜
間
大
学
院
の
授
業
に
つ
い
て「
学

校
で
の
疲
れ
を
忘
れ
る
」「
明
日
へ
の
元
気
を
得

た
」
と
い
う
印
象
的
な
言
葉
を
紹
介
し
た
い
。

多
く
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
共
有
す
る
実
感

で
あ
る
。
本
格
的
に
学
ぶ
こ
と
へ
の
新
鮮
な
喜

び
と
共
に
、
学
校
現
場
の
問
題
を
相
対
化
し
対

象
化
す
る
こ
と
で
発
見
、
気
づ
き
が
あ
る
。
ま

た
、
自
由
な
空
間
で
仲
間
と
共
に
学
ぶ
こ
と
で

喜
び
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、「
学
校
づ
く
り
を
理
論
・
政
策
・

実
践
か
ら
総
合
的
に
見
つ
め
る
力
を
つ
け
た
。」

と
い
う
声
で
あ
る
。
学
校
づ
く
り
の
理
論
的
基

盤
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
状
況
を
読
み

取
り
、
実
践
方
策
を
選
択
す
る
確
か
な
自
信
を

得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
知
・
経
験

則
に
頼
る
だ
け
の
不
安
定
さ
が
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。

第
三
に
、「
多
様
な
教
職
員
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
れ
た
の
は
、
こ
の
夜
間
大
学
院
で
共
に

学
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。」
と
の
声
も
多
い
。
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
、
校
種
・
教
科
、

職
位
を
超
え
て
人
脈
を
作
る
こ
と
は
大
き
な
財

産
と
な
る
。
ま
た
、大
学
教
員
と
の
協
同
学
習
、

共
同
研
究
の
経
験
は
、
今
後
の
学
校
づ
く
り
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
に
、「
学
び
続
け
る
教
師
と
し
て
自
信

や
誇
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
い
う
声

は
、
夜
間
大
学
院
関
係
者
を
励
ま
す
も
の
で
あ

る
。こ
れ
は
、学
校
現
場
で
も「
学
び
の
実
践
者
」

と
し
て
、
同
僚
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
確
か

な
プ
レ
ゼ
ン
ス（
存
在
感
）
を
示
す
こ
と
に
な

る
。付　

　
記

本
稿
は『
月
刊
高
校
教
育
』
２
０
１
３
年
10
月
号
掲
載
の

論
稿
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

・  「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
Ｓ
Ｌ

Ｆ
、
２
０
１
２

・  「
ひ
ら
く 

教
師
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
Ｓ
Ｌ
Ｃ
、

２
０
１
２

・  「『
理
論
・
実
践
対
話
型
研
究
』
の
探
究
」『
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
研
究
』第
４
号
、
２
０
１
３

4

表 2　理論知と実践知の関係
概念 実践知 理論知 理論知・実践知の対話

用語
現場特有の言葉 概念・認識枠組 両者の使い分け

多義性、包括性 専門性、分析性 両者のジレンマ

知識

個別具体的 一般的・抽象的 特殊と一般をつなぐ

実践的知見・知恵 対象の説明、予測

経験の整理 定式化・体系性

暗黙知を含む 形式知 形式知と暗黙知をつなぐ

特徴
実践・改革志向 実証・普遍志向 臨床性・実践性重視

属人的、主観的 論理的・客観的 論理的 / 主観的
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教
育
政
策
を
ふ
ま
え
た

学
校
づ
く
り
を
学
ぶ

1夜
間
大
学
院
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
校
づ
く
り
の
理
論
・

政
策
・
実
践
を
関
係
づ
け
る
こ
と
、
理
論
知
と

実
践
知
を
対
話
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
に
編
成
さ

れ
て
い
る
。
授
業
科
目
は
、Theory, C

ase 

Study, Project, Internship 

の
コ
ー
ス
専

門
科
目
を
は
じ
め
、
多
く
の
科
目
で
理
論
と
実

践
の
連
関
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ

る
の
は
、
大
学
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
て
開

発
し
た
授
業「
大
阪
の
学
校
づ
く
り
」で
あ
る
。

こ
の
授
業
は
、
地
元
大
阪
に
お
け
る
学
校
づ
く

り
の
枠
組
み
と
実
践
を
理
解
し
、
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
視
野
を
広
げ
問
題
関
心
を

深
め
る
こ
と
に
あ
る
。

授
業
内
容
は
、
学
校
評
価
、
授
業
評
価
、
教

職
員
評
価
に
加
え
て
、
習
熟
度
別
少
人
数
授
業

ま
た
は
小
中
一
貫
教
育
な
ど
学
校
づ
く
り
の
重

要
テ
ー
マ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
授
業
担
当
者

は
、
総
括
責
任
者
の
大
脇
康
弘
に
加
え
て
、
特

別
講
師
と
し
て
大
阪
府
お
よ
び
大
阪
市
教
育
委

員
会
の
教
育
施
策
担
当
者（
前
職
含
む
）
を
毎

回
招
聘
し
て
い
る
。
授
業
は
特
別
集
中
講
義
と

し
て
５
月
～
７
月
の
土
曜
日
午
後
に
５
回
開
講

さ
れ
る
。
時
間
帯
は
午
後
１
時
か
ら
５
時
50
分

で
、
５
時
間
弱
の
ロ
ン
グ
授
業
で
あ
る
。
こ

の
授
業
は
、「
大
学
と
教
育
委
員
会
の
連
携
協

力
協
定
書
」
に
基
づ
く
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

２
０
０
５
年
に
開
設
さ
れ
、
今
年
で
９
年
目
と

な
る
。
本
年
度
の
授
業
の
日
程
、
テ
ー
マ
、
事

例
演
習
の
方
法
、
担
当
講
師
は
表
３
に
示
す
と

お
り
で
あ
る
。

毎
回
の
授
業
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
、講
義
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ま
と
め
と
い
う
流
れ
で
進
め
る
。
こ

れ
を
簡
潔
に
整
理
す
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
。

①
受
講
生
に
よ
る
前
回
の
授
業
の
振
り
返

り
、
②
大
学
教
員
か
ら
教
育
政
策
の
特
長
と
理

論
的
基
盤
に
つ
い
て
講
義
、
③
特
別
講
師
か
ら

教
育
施
策
の
目
的
・
内
容
・
背
景
お
よ
び
実
践

動
向
に
つ
い
て
の
講
義
、
④
受
講
生
の
１
分
間

ス
ピ
ー
チ
、（
休
憩
）、
⑤
事
例
演
習
：
演
習
の

説
明
、
個
人
ワ
ー
ク
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、（
休

憩
）、
⑥
各
グ
ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
⑦
特
別
講
師
か
ら
の
講
評
・
ま
と
め
の
講

義
、
⑧
大
学
教
員
か
ら
の
論
点
整
理
・
学
習
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
、（
⑨
学
習
の
振
り
返
り
）。

時
間
配
分
は
、
１
コ
マ
目
で
①
②
③
④
、
２

コ
マ
目
⑤
、
３
コ
マ
目
⑥
⑦
⑧
⑨
を
目
安
と
し

て
い
る
が
、
学
習
の
進
み
方
を
見
て
適
宜
調
整

し
て
い
る
。
な
お
、
②
に
つ
い
て
は
こ
の
２
年

間
省
略
し
、事
例
演
習
の
時
間
に
回
し
て
い
る
。

こ
れ
を
特
別
講
師
と
大
脇
が
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
方
式
で
行
い
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
２
０
１
３
年
度　
深
野
康
久
）が
司
会
を
担
当

し
、
院
生
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
。

講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
一
体
的
に
運
営

す
る
が
、
後
者
の
学
習
方
法
・
形
態
は
多
様
で

あ
る
。
毎
回
、
学
校
状
況
や
実
践
を
も
と
に
学

講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
統
合
型
授
業「
大
阪
の
学
校
づ
く
り
」

大
阪
教
育
大
学
教
授
　
大
脇
　
康
弘

帝
塚
山
学
院
大
学
特
任
教
授
　
深
野
　
康
久

5

表 3　大阪の学校づくり 2013の概要
回 月日 テーマ 事例演習の方法 担当講師

１回 5/11 学校教育自己診断の政策と実践 データ分析、KJ 法 村田純子・大脇康弘

２回 5/25 授業づくりの政策と実践 ケースメソッド法 深川八郎・大脇康弘

３回 6/15 大阪市の学校づくりの政策と実践 事業プラン作成 福山英利・大脇康弘

４回 6/29 教職員の評価・育成システムの政策と実践 疑似体験演習 田中　正・大脇康弘

５回 7/6 大阪府の学校づくりの理念と枠組 事業プラン作成 楠野宣孝・大脇康弘

 授業責任者 大脇康弘、ファシリテーター 深野康久
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習
教
材
と
し
て
作
成
さ
れ
た
事
例
を
準
備
し
、

デ
ー
タ
分
析
法
、
Ｋ
Ｊ
法
、
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド

法
、
事
業
プ
ラ
ン
作
成
、
疑
似
体
験
法
に
基
づ

い
て
学
習
が
進
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
毎
回
異

な
る
学
習
方
法
・
形
態
が
採
用
さ
れ
る
。
受
講

生
は
毎
年
10
～
18
名
と
変
動
す
る
が
、
毎
回
異

な
る
数
グ
ル
ー
プ
に
編
成
さ
れ
、
主
体
的
か
つ

協
同
的
に
事
例
演
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ

の
中
で
、学
習
の
方
法
と
協
同
の
仕
方
を
学
び
、

互
い
に
学
び
合
う
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
大
脇
と
特
別
講
師
は
各
授
業
の

内
容
や
構
成
、
事
例
作
成
や
教
授
資
料
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
当
日
は
臨
機
応
変
に

声
か
け
を
し
て
進
め
て
い
く
。

ロ
ン
グ
授
業
の
学
習
過
程

2授
業
の
実
際
を
み
る
た
め
に
、
２
０
１
３
年

度
第
１
回（
５
月
11
日
）の
授
業「
学
校
教
育
自

己
診
断
の
政
策
と
実
践
」を
取
り
上
げ
よ
う
。

午
後
１
時
、
受
講
生
が
集
ま
る
と
、
ま
ず

大
脇
か
ら
全
５
回
を
通
じ
た
授
業
の
趣
旨
説
明

と
本
日
の
テ
ー
マ
の
解
説
、
特
別
講
師
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
次
に
、
村
田
純
子
・
大
阪
府
教
育

委
員
会
事
務
局 

高
等
学
校
課
参
事
が
講
義
し
、

学
校
教
育
自
己
診
断
に
関
わ
る
教
育
施
策
の
経

緯
、「
大
阪
府
教
育
振
興
基
本
計
画
」に
お
け
る

学
校
評
価
の
扱
い
、
学
校
で
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
話
さ
れ
た
。
教
育
施
策
形
成
に
至

る
教
育
界
全
体
の
動
き
か
ら
、
施
策
決
定
に
関

わ
る
議
会
の
動
き
、
さ
ら
に
施
策
に
対
す
る
校

長
の
反
応
ま
で
、
活
き
活
き
と
語
ら
れ
た
。
受

講
生
は
、
教
育
施
策
の
内
容
と
背
景
だ
け
で
な

く
、
各
学
校
で
施
策
を
実
行
す
る
こ
と
の
意
味

や
具
体
的
方
策
、
そ
し
て
今
後
の
課
題
ま
で
幅

広
く
考
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
職
教
員
は
学

校
教
育
自
己
診
断
に
関
与
し
て
お
り
周
知
の
も

の
で
あ
る
が
、
講
師
の
講
義
を
通
し
て
新
た
な

知
見
を
得
る
。
講
義
の
後
、
受
講
生
が
１
分
間

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
講
師
に
自
己
紹
介
す
る
と

共
に
、
ウ
オ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
。
こ
こ
で
10
分

の
休
憩
を
取
る
。

次
は
事
例
演
習
の
時
間
で
、
個
人
ワ
ー
ク
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、
学

校
教
育
自
己
診
断
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
学
校

の
現
状
を
分
析
し
、
学
校
づ
く
り
を
構
想
す
る

こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
Ｊ
ａ
高
校

の
生
徒
に
よ
る
学
校
教
育
自
己
診
断
デ
ー
タ
が

配
付
さ
れ
、
こ
の
学
校
の
良
さ
と
可
能
性
、
問

題
点
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
が

示
さ
れ
た
。
学
習
方
法
・
形
態
は
Ｋ
Ｊ
法
が
用

い
ら
れ
、
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
青
色
・
黄
色
２
種
が

配
ら
れ
た
。
個
人
ワ
ー
ク
で
は
、
気
づ
い
た
点

を
ど
ん
ど
ん
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に
書
き
込
ん
で
い

く
。
次
に
、
Ｋ
Ｊ
法
に
よ
っ
て
模
造
紙
の
上
で

同
種
の
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て

名
称
を
付
け
て
い
く
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
間

の
関
係
を
矢
印
で
示
し
て
い
く
。
こ
の
学
校
の

現
状
分
析
作
業
を
ふ
ま
え
て
、
学
校
改
善
案
に

つ
い
て
討
議
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料

を
作
成
し
て
い
く
。

再
び
休
憩
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
10
分
間

の
発
表
を
行
っ
た
が
、
説
得
力
あ
る
学
校
改
善

プ
ラ
ン
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
特
別
講
師

の
村
田
先
生
か
ら
講
評
と
ま
と
め
の
講
義
、
大

脇
か
ら
補
足
説
明
と
ま
と
め
を
行
っ
た
。
こ
う

し
て
、
午
後
５
時
50
分
に
５
時
間
弱
の
授
業
が

終
了
し
た
。

学
習
集
団
の

形
成
と
受
講
生
の
変
容

3受
講
生
は
現
職
教
員
院
生
で
あ
る
が
、
そ
の

属
性
は
年
齢
・
性
別
・
教
職
経
験
・
職
位
な
ど

極
め
て
多
様
で
あ
る
。
校
種
も
小
・
中
・
高
校
、

（
特
別
）
支
援
学
校
、
専
門
学
校
、
大
学
と
多

岐
に
わ
た
り
、
職
位
は
校
長・教
頭
、
首
席（
主

幹
教
諭
）・指
導
教
諭
、
各
種
主
任
、
一
般
教
諭
、

指
導
主
事
と
多
様
で
あ
り
、
年
齢
も
中
堅
・
年

長
教
員
の
中
に
若
手
教
員
が
一
部
参
加
し
て
い

る
。
受
講
生
は
今
日
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
問

題
意
識
や
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
学
ん
で
い
る

が
、
教
育
政
策
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
た
学
校

づ
く
り
を
実
際
に
経
験
し
て
い
る
者
は
多
く
は

な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
教
育

政
策
の
枠
組
み
と
実
践
指
針
に
つ
い
て
学
び
、

学
校
づ
く
り
の
実
践
方
策
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

で
討
議
す
る
こ
と
は
新
鮮
で
あ
る
。
し
か
し
、

授
業
は
５
時
間
弱
の
長
丁
場
で
あ
り
、
頭
脳
を

総
合
的
に
活
用
し
て
い
く
の
で
、
精
神
的
に
は

タ
フ
さ
を
求
め
ら
れ
、
体
力
も
必
要
と
な
る
。

特
に
、
事
例
演
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
、
ハ
ー
ド
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
多
様

な
属
性
が
出
会
う
よ
う
に
編
成
さ
れ
、
毎
回
新

た
に
組
み
替
え
ら
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、

最
初
は
と
ま
ど
い
が
多
く
、試
行
錯
誤
が
続
く
。

第
１
回
は
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
休
憩
時
間
に

ま
で
討
議
が
食
い
込
む
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
、
話
し
合
い

が
か
み
合
う
よ
う
に
な
り
、
テ
ー
マ
も
深
ま
る

感
触
を
得
る
よ
う
に
な
る
。
受
講
者
が
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
流
れ
を
理
解
し
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ

で
の
話
し
合
い
は
、
当
初
は
自
分
の
立
場
か
ら

し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
施
策
の

6
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方
向
性
を
視
野
に
入
れ
、
立
場
の
異
な
る
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
討
議
を
行
い
、
一

定
の
方
向
性
に
収
斂
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
な

る
。
あ
る
中
堅
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
次
の

よ
う
に
学
び
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
進
め
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
経
験
を
交
え
て
意
見
を
発

表
し
て
い
た
。
そ
の
職
種
特
有
の
経
験
や
文
化

か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
他
で
は
得
が
た
い

も
の
で
大
変
興
味
深
く
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
場
で
は
、
私
が
今
ま
で
考
え
も
つ
か
な

か
っ
た
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
私
自
身
に
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か

ん
だ
り
し
た
。
ま
た
毎
回
、
大
脇
教
授
が
メ
ン

バ
ー
を
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
り
、
偏
る
こ
と
な

く
皆
さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
こ
と
も
、
私
に
と
っ
て
の
学
び
の
幅
が

広
が
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
に
向
け
て

互
い
の
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
で
、
人
の
意
見

を
咀
嚼
・
吸
収
し
、
新
た
な
自
分
の
理
解
へ
と

昇
華
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ゆ
え
に
メ
ン
バ
ー
同
士
が
思
索
し
、
語
り
合

う
こ
と
で
新
た
な
見
識
が
生
ま
れ
た
。
毎
回
の

活
動
に
お
い
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
二
つ

の
見
識
が
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
と
て
も

興
味
深
い
。」「
時
間
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
ほ

ど
集
中
で
き
る
学
習
形
態
で
あ
っ
た
」（
Ｙ
Ｉ
、

指
導
主
事
、
２
０
１
３
年
度
）

受
講
生
に
は
、
各
回
ご
と
に
授
業
の
概
要
を

ま
と
め
る
レ
ポ
ー
ト
が
割
り
振
ら
れ
、
授
業
終

了
後
に
は
自
ら
の
学
び
を
振
り
返
る
レ
ポ
ー
ト

が
課
せ
ら
れ
る
。
報
告
書『
大
阪
の
学
校
づ
く

り

−

夜
間
大
学
院
の
授
業
実
践
』（
２
０
０
５
年

度
～
現
在
）
に
は
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
が
収
録

さ
れ
、
受
講
生
の
確
か
な
歩
み
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

リ
ア
ル
な
学
習
体
験
の
効
果

4「
大
阪
の
学
校
づ
く
り
」
は
、
学
校
づ
く
り

の
政
策
と
実
践
の
関
係
を
学
び
、
さ
ら
に
事
例

演
習
に
よ
っ
て
実
践
方
策
を
疑
似
体
験
す
る
授

業
で
、
受
講
生
は
学
校
づ
く
り
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ブ
を
獲
得
し
実
践
意
欲
を
高
め
て
い
く
。

テ
ー
マ
と
し
て
教
員
評
価
な
ど
賛
否
が
分
か
れ

る
教
育
施
策
も
組
み
込
ん
で
い
る
が
、
特
別
講

師
の
政
策
担
当
者
と
し
て
の
確
か
な
講
義
と
リ

ア
ル
な
事
例
演
習
を
通
し
て
、
受
講
生
の
認
識

は
大
き
く
変
容
す
る
。
こ
の
授
業
が
教
師
や
学

校
の
常
識
を
組
み
替
え
る
内
実
を
持
つ
こ
と

を
、
授
業
担
当
者
と
し
て
毎
年
度
実
感
し
て
き

た
。
学
校
づ
く
り
を
幅
広
い
視
野
か
ら
考
え
る

よ
う
に
な
り
、
組
織
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
意
欲
を

高
め
る
院
生
も
多
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
契
機

に
、
指
導
主
事
や
学
校
管
理
職
を
め
ざ
す
者
も

出
て
く
る
。

以
上
の「
大
阪
の
学
校
づ
く
り
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
図
式
化
し
て
み
る
と
、
図
１
の
よ
う
に

な
る
。

大
学
と
教
育
委
員
会
の
連
携
授
業「
大
阪
の

学
校
づ
く
り
」
は
、
教
育
政
策
と
学
校
現
場
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
把
握
し
、
教
育
政
策

を
踏
ま
え
た
学
校
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
こ
に
夜
間
大
学
院
の
プ
レ
ゼ
ン
ス（
存
在
意

義
）を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

付　
　
記

本
稿
は『
月
刊
高
校
教
育
』
２
０
１
３
年
11
月
号
掲
載
の

論
稿
を
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

・  『
大
阪
の
学
校
づ
く
り
―
夜
間
大
学
院
の
授
業
実
践
』

大
阪
教
育
大
学
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
２
０
０
５
年
度
～
現
在

・  

中
野
民
夫『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
岩
波
新
書
、

２
０
０
１

・  

山
内
祐
平
他
編『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
論
』
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
２
０
１
３

7

詳しくは、大阪教育大学ＨＰにてご案内

スクールリーダー・セミナー
「大阪の学校づくり」の授業体験

図１　大阪の学校づくりのコンセプト

理論知・実践知対話

ワークショップ型授業

実践知・政策知総合知

課題探究

大　 学 教育委員会

学校現場

 院生（現職教員）

連　携
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夜
間
大
学
院
の
学
び

1夜
間
大
学
院
は
、
現
職
教
員
を
対
象
に「
働

き
な
が
ら
学
ぶ
」
学
習
・
研
究
環
境
を
構
成
し

て
い
る
。
そ
の
一
環
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
教
育
の
理
念
は
、
①
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

の「
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」、
②
学
校
づ
く
り
の

理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
、
③
学
校
を
か
じ
取

り
す
る
能
力
の
育
成
、
④
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

の
協
同
学
習
、
⑤
大
学
と
教
育
委
員
会
・
学
校

の
連
携
協
力
、で
あ
る
。夜
間
大
学
院
は
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
び
合
い
、
研
究
者
と
実
践

者
が
協
同
し
て
教
育
課
題
を
探
究
す
る「
学
び

の
場
」「
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
創
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
現
在
の
課
題
に
立
ち
向
か
い
未

来
を
構
想
す
る
た
め
の
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な

時
空
間
を
創
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
き
た
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は「
理
論
的
基
盤
を
持

つ
実
践
的
指
導
力
」
を
高
め
る
と
共
に
、
理
論

と
実
践
を
統
一
す
る「
実
践
的
研
究
」
に
取
り

組
む
。
そ
こ
で
は
理
論
学
習
を
通
し
て
概
念
や

認
識
枠
組
を
学
習
し
、
教
育
現
象
を
対
象
化
し

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
自
ら
が
担
う

学
校
づ
く
り
の
実
践
を
省
察
し
再
構
成
す
る
こ

と
、
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
異
な
る
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば「
理
論
の
意
識
化

と
実
践
の
対
象
化
」
が
課
題
と
な
る
。
特
に
、

修
士
論
文
は「
実
践
的
研
究
」
を
目
標
と
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に「
理
論
知
と
実
践
知
の
対

話
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、

夜
間
大
学
院
は「
理
論
・
実
践
対
話
型
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
大
学
院
」で
あ
る
。

こ
の
夜
間
大
学
院
の
実
践
は
、
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｓ
Ｌ
Ｆ
）
と
連
関

し
て
お
り
、
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
出
会
い
、
つ
な
が

り
、協
同
す
る
た
め
の「
広
場
」で
あ
り
、ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
び
育
つ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

（
孵
卵
器
）に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
は
参

加
者
の
規
模
、
テ
ー
マ
・
内
容
の
総
合
性
・
体

系
性
、
事
業
日
程
の
長
短
・
持
続
性
、
期
待
さ

れ
る
教
育
成
果
に
お
い
て
か
な
り
異
な
っ
て
い

る
が
、
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
影
響
し
合
っ
て
、
互

い
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
大
阪
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
教
育
を

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
夜
間
大
学
院
ブ
リ
ッ
ジ
方
式
」

と
呼
称
す
る
。

夜
間
大
学
院
を
選
択
す
る

2夜
間
大
学
院
は
、
交
通
至
便
な
天
王
寺
駅
に

近
く
、
大
阪
府
内
だ
け
で
な
く
、
奈
良
県
、
兵

庫
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
か
ら
通
学
し
て
い

る
。
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
）

の
入
学
者
数
は
、
２
０
０
７
年
度
以
降
現
在
ま

で
に
５
、２
、２
、４
、４
、５
、３（
人
）
で
、
年

平
均
３・
６
人
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
年
度
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
校
長
・
教
頭
、
首
席（
主

幹
教
諭
）・
指
導
教
諭
、
指
導
主
事
な
ど
第
一

線
の
人
た
ち
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
中

の
約
４
割
は
、
大
阪
教
育
大
学
と
大
阪
府
教
育

委
員
会
・
大
阪
市
教
育
委
員
会
合
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｓ

Ｌ
Ｆ
）」や「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｓ
Ｌ
Ｓ
）」に
参
加
し
、
さ
ら
に「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
」
を
め
ざ
し
て
本
格
的
に
学
ぶ
決
意

を
固
め
て
入
学
し
て
く
る
。
す
で
に
校
長
・
教

頭
と
し
て
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
々
が
、

学
校
づ
く
り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
を
学
ぼ
う

と
し
て
進
学
し
て
く
る
。
こ
の
点
は
ス
ク
ー
ル

ミ
ド
ル
養
成
を
主
眼
と
し
て
い
る
教
職
大
学
院

と
異
な
る
夜
間
大
学
院
の
プ
レ
ゼ
ン
ス（
存
在

理
由
）と
な
っ
て
い
る
。

学
校
現
場
が
多
忙
化
し
、
激
職
に
つ
い
て

い
る
人
た
ち
が
、
な
ぜ
夜
間
大
学
院
で
学
ぶ
こ

と
を
選
択
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
の
学
習
ニ
ー
ズ
と
切
実
な
向
学
心
に
支
え

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
学
び
の
実
態
、
日
常
生

活
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
夜

間
大
学
院
で
学
ん
だ
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
浜
崎

働
き
な
が
ら
学
ぶ
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

大
阪
教
育
大
学
教
授
　
大
脇
　
康
弘

和
泉
市
立
光
明
台
南
小
学
校
教
頭
　
浜
崎
　
仁
子

8
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仁
子（
ひ
と
こ
）に
登
場
し
て
も
ら
い
、
そ
の
リ
ア

ル
な
学
び
を
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
よ
う
。

学
習
す
る

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
日
常

3私（
浜
崎
）
は
、
小
学
校
教
諭
と
し
て
25
年

間
勤
め
上
げ
、
そ
の
う
ち
の
半
分
を（
特
別
）

支
援
教
育
に
捧
げ
て
き
た
が
、
先
輩
校
長
の
助

言
も
い
た
だ
き
管
理
職
に
な
っ
た
。
教
頭
と
い

う
立
場
は
驚
き
の
連
続
で
あ
り
、
学
校
経
営
・

教
育
行
政
に
関
し
て
、
校
長
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
が
む
し
ゃ
ら
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

の
、
い
つ
も
ど
こ
か
に
迷
い
が
あ
っ
た
。

管
理
職
と
し
て
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
、

学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
膨
大
に
あ

り
、
常
に
今
の
学
校
経
営
に
対
す
る
危
機
感
が

あ
っ
た
。
学
校
組
織
を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
今
起
こ
っ
て
い
る
事
象
を
解
決

に
導
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
等
、
管
理

職
と
し
て
は
日
々
勉
強
が
不
可
欠
で
あ
る
。
私

は
、
目
の
前
の
困
難
な
状
況
に
立
ち
向
か
う
た

め
に
、
も
っ
と
知
り
た
い
、
も
っ
と
学
び
た
い
、

困
難
な
状
況
を
打
ち
破
る
た
め
に
自
ら
新
た
な

枠
組
み
を
創
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
、
す
で
に
50
歳
を
超
え
て
、
学
校
管
理

職
と
し
て
の
残
り
時
間
も
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
現
在
、
休
職
し
て
大
学
院
で
学
ぶ
時
間
は

な
い
。
そ
こ
で
、管
理
職
と
し
て
働
き
な
が
ら
、

大
学
院
で
研
究
・
学
習
す
る
と
い
う
二
足
の
わ

ら
じ
を
履
く
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
あ
え

て
、
そ
の
よ
う
な
環
境
に
自
ら
を
置
い
て
、
自

ら
を
叱
咤
激
励
し
な
け
れ
ば
、
目
の
前
で
起
こ

る
事
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
日
常
に
埋
没
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
怖
れ
た
の
か
も
し
れ

な
か
っ
た
。
時
間
的
に
も
体
力
的
に
も
か
な
り

無
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を

覚
悟
の
上
で
、
受
験
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

大
学
院
受
験
の
た
め
の
勉
強
は
、
自
ら
の

問
題
意
識
を
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
入
学
試
験
で
は
小
論
文
の
他
に
、
大
学
院

で
の
研
究
計
画
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
口
述

試
験
ま
で
あ
る
。
仕
事
を
終
え
て
、
夜
遅
く
帰

宅
し
て
か
ら
研
究
計
画
を
練
る
。
自
分
の
考
え

の
未
熟
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
合
格
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
と
不
安
に
も
な
る
。
し
か
し
、
事
前

の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
の
授
業
見
学
や
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を

通
し
て
、
同
じ
立
場
の
学
校
管
理
職
で
あ
り
な

が
ら
、
生
き
生
き
と
学
び
を
進
め
て
い
る
先
輩

方
の
姿
を
見
て
、
大
学
院
入
学
へ
の
期
待
は
深

ま
る
ば
か
り
。
や
っ
と
手
に
し
た
合
格
通
知
は

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
も
の
だ
。

さ
て
、
大
学
院
入
学
と
と
も
に
、
私
の
日

常
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
学
校
長
の
理
解

と
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る

大
学
院
生
活
だ
が
、
学
校
で
は
誰
よ
り
も
長
時

間
働
き
激
務
と
い
わ
れ
る
教
頭
職
に
あ
る
私
に

と
っ
て
、
想
像
以
上
に
過
酷
な
生
活
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
学
院
の
授
業
の
あ
る
平
日
は
、
仕
事
を
定

時
で
切
り
上
げ
て
電
車
に
飛
び
乗
り
、
授
業
に

駆
け
込
む
。
土
曜
日
は
、
地
域
の
行
事
や
仕
事

の
た
め
午
前
中
は
ほ
と
ん
ど
出
勤
し
て
お
り
、

昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
大
学
に
移
動
し
、
図
書
館

で
勉
強
を
進
め
、夕
方
か
ら
の
講
義
。
そ
の
後
、

閉
館
ま
で
図
書
館
で
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
書
籍
・

論
文
検
索
を
行
う
。
平
日
は
仕
事
と
大
学
院
の

授
業
で
精
一
杯
な
の
で
、
時
間
の
取
れ
る
土
日

に
先
行
研
究
や
関
連
図
書
を
読
ん
で
の
修
士
論

文
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

授
業
の
あ
る
日
、
一
日
の
流
れ
は
次
の
表
４

の
よ
う
に
な
る
。
朝
起
き
た
時
か
ら
時
間
と
の

闘
い
は
始
ま
っ
て
い
る
。
日
常
の
家
事
を
朝
の

う
ち
に
済
ま
せ
、
一
日
の
仕
事
の
予
定
を
ざ
っ

と
頭
の
中
で
組
み
立
て
る
。
学
校
で
の
仕
事
中

は
気
を
抜
く
時
間
な
ど
な
い
。
時
計
を
気
に
し

な
が
ら
あ
と
10
分
、
あ
と
５
分
と
時
間
を
区

切
っ
て
仕
事
を
片
付
け
る
。
職
場
を
出
て
駅
に

着
く
頃
に
は
、
す
で
に
頭
の
中
は
授
業
の
こ
と

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ギ
リ
ギ
リ
で
大
学
に
駆

け
こ
む
こ
と
も
多
い
。
授
業
で
は
、
学
友
た
ち

と
の
熱
く
濃
厚
な
喧
々
諤
々
の
議
論
も
あ
り
、

9

表 4　ある大学院生の 1日（1回生後期）
時　刻 行　動

6:00 起床　朝食　洗濯　夕食の下準備

7:00 職場に向かいながら今日一日の計画を立てる

7:30 仕事開始

12:30 昼食をとりながらメールチェック

17:00 職場を出て駅に　電車の中で予習

時　刻 行　動

18:00 3 限授業開始

19:40 4 限授業開始

21:10 オフィスアワー・修論指導

22:00 大学を出て帰宅　電車の中で復習

23:00 帰宅 夕食 入浴 後片付け

24:00 課題について考えながら就寝
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そ
の
後
、
修
論
指
導
を
受
け
て
い
る
と
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
は
過
ぎ
る
。大
急
ぎ
で
帰
宅
し
、

夕
食
・
入
浴
・
後
片
付
け
を
済
ま
せ
る
と
も
う

就
寝
時
刻
。
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
睡
眠
時

間
は
一
定
時
間
確
保
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
。そ

ん
な
中
で
修
論
の
構
想
を
練
り
執
筆
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
夕
食
準
備
や
片
付
け
の

時
間
、
駅
と
家
と
を
小
走
り
に
駆
け
て
往
復
し

て
い
る
時
で
さ
え
、
頭
の
中
は
い
つ
も
研
究
内

容
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
土
日
に
パ
ソ
コ
ン

の
前
に
座
る
と
、
す
ぐ
に
書
き
始
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
下
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
ま
で
し
て
、
今
、
な
ぜ
、
夜
間
大
学
院

で
学
ぶ
の
か
？
と
問
わ
れ
れ
ば
、
働
き
な
が
ら

大
学
院
と
い
う
環
境
に
自
分
を
置
く
こ
と
で
、

得
ら
れ
る
も
の
の
大
き
さ
を
思
う
か
ら
で
あ

る
。
た
し
か
に
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
ギ
リ

ギ
リ
の
生
活
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
凌
駕

す
る
充
実
し
た「
学
び
」
が
大
学
院
に
は
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
先
生
方
と
学
友
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
努
力
す
れ
ば
、
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
る
宝
物
な
の
で
あ
る
。

夜
間
大
学
院
と

学
校
現
場
と
の
往
還

4学
校
改
革
が
急
激
に
進
め
ら
れ
る
中
で
、
私

は
こ
れ
ま
で
の
学
び
と
は
質
的
に
異
な
る
大
学

院
の
学
び
を
感
じ
た
。
学
校
づ
く
り
の
理
論
・

政
策
・
実
践
を
広
い
枠
組
み
で
捉
え
、
現
場
を

深
く
理
解
す
る
授
業
や
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
学
校
づ
く
り
の
方
針
と
戦
略
を
構
想
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
大
学
教
員
と
現
職
教
員

が
協
同
し
、
問
題
を
深
め
解
決
す
る「
知
識
創

造
」
を
め
ざ
す
試
み
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
理
論
知
を
磨
く
大
学
院
で
の
授
業
は
、
お

互
い
に
つ
な
が
り
合
い
、
影
響
し
合
っ
て
私
た

ち
大
学
院
生
の
頭
も
心
も
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で
あ

る
。学

校
経
営
を
担
う
立
場
に
あ
る
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
が
同
じ
授
業
や
ゼ
ミ
に
集
い
、
自
治

体
や
校
種
の
違
い
を
超
え
て
、
新
鮮
で
深
み
の

あ
る
議
論
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
驚
き
、
感

動
も
し
た
。
お
互
い
忙
し
い
身
で
は
あ
る
が
、

働
き
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
同
じ
立
場
に
あ
る
学

友
た
ち
と
と
も
に
、
語
り
合
い
、
学
び
あ
い
、

高
め
合
う
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
こ
の
上

な
い
幸
せ
で
あ
っ
た
。
行
き
づ
ま
り
、
悩
み
、

も
が
き
、
苦
し
ん
だ
日
々
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
仲
間
が
い

た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
夜
間
に
、
少
し
無
理
を
し

て
、
そ
れ
で
も
こ
う
や
っ
て
学
ぶ
た
め
に
集
う

の
は
、
い
っ
た
い「
こ
こ
」に「
何
」が
あ
る
か

ら
な
の
だ
ろ
う
？　
い
や
、
こ
こ
で
学
ん
で
き

て
思
う
の
は
、「
こ
こ
」
に「
何
か
」
が
あ
る
の

で
は
な
く
、「
こ
こ
」
は「
何
か
」
を
生
み
出
す

場
所
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
み
ん
な
の

協
働
的
営
み
で
生
み
出
し
た「
何
か
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
に
持
ち
帰
り
、
大
学
院
で
学
ん
だ

理
論
的
基
盤
を
活
か
し
て
、
具
体
的
な
手
立
て

を
提
案
し
組
織
が
動
い
た
時
な
ど
、
得
も
言
わ

れ
ぬ
喜
び
が
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
こ
そ

が
、
大
学
院
で
学
ぶ
院
生
の
誇
り
で
あ
り
、
学

び
を
持
続
さ
せ
る
も
の
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
現
場
と
夜
間
大
学
院
を

自
在
に
行
き
来
し
、
理
論
と
実
践
を
対
話
さ
せ

る
こ
と
で
、学
び
の
深
ま
り
が
あ
る
と
感
じ
る
。

こ
れ
は
夜
間
大
学
院
が
大
切
に
し
て
い
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

付　
　
記

本
稿
は『
月
刊
高
校
教
育
』
２
０
１
３
年
12
月
号
掲
載
の

論
稿
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

・  

第
12
回
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書

『
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
学
び
の
場-

理
論
知
と
実
践

知
の
対
話
』Ｓ
Ｌ
Ｆ
、
２
０
１
２

・  「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
実
践
的
研
究
」『
学
校
教
育
論

集
２
０
１
２
』大
阪
教
育
大
学
・
教
育
経
営
学
研
究
会
、

２
０
１
３

・  「
ひ
ら
く　

教
師
の
学
習
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
Ｓ
Ｌ
Ｃ
、

２
０
１
２

10
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「
理
論
・
実
践
対
話
型
」の

実
践
的
研
究

1現
職
教
員
を
主
対
象
と
す
る
夜
間
大
学
院

は
、
昼
間
働
き
な
が
ら
夜
間
学
ぶ
こ
と
を
基
本

に
し
て
い
る
。
職
場
と
大
学
院
が
日
常
的
に
地

続
き
で
あ
る
こ
と
は
、
学
習
・
研
究
を
進
め
て

い
く
上
で
利
点
と
弱
点
の
両
面
が
あ
る
。
そ
れ

は
、夜
間
大
学
院
の
学
び
の
目
的・内
容・方
法・

形
態
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
と
い
う
こ
と

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
職
場
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
実
践
を
夜
間
大
学
院
に
持
ち

込
み
課
題
解
決
や
学
校
改
善
を
図
る
と
い
う
連

続
し
た
道
が
あ
り
、
他
方
で
、
職
場
と
夜
間
大

学
院（
実
践
と
学
習
・
研
究
）
を
い
っ
た
ん
切

り
分
け
な
が
ら
つ
な
い
で
い
く
道
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
研
究
と
実
践
、
理
論
知
と
実
践
知
、
理

論
的
・
実
証
的
思
考
と
実
践
的
・
状
況
対
応
的

思
考
と
い
う
概
念
の
定
義
に
関
係
し
、
夜
間
大

学
院
の
学
習
・
研
究
活
動
の
組
織
化
、
教
育
機

関
の
役
割
・
機
能
に
関
わ
っ
て
い
る
。
私
た
ち

の
夜
間
大
学
院
は
後
者
の
道
を
選
択
し
、「
理

論
・
実
践
対
話
型
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、

授
業
科
目
の
設
定
、授
業
運
営
を
行
っ
て
き
た
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は「
理
論
的
基
盤
を
持

つ
実
践
的
指
導
力
」
を
高
め
る
と
共
に
、
理
論

と
実
践
を
統
一
す
る「
実
践
的
研
究
」
に
取
り

組
む
。
そ
こ
で
は
理
論
学
習
を
通
し
て
概
念
や

認
識
枠
組
を
学
習
し
、
教
育
現
象
を
対
象
化
し

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
自
ら
が
担
う

学
校
づ
く
り
の
実
践
を
省
察
し
再
構
成
す
る
こ

と
、
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
が
90
度
異
な
る
作
業
に

取
り
組
む
。
い
わ
ば「
理
論
の
意
識
化
と
実
践

の
対
象
化
」
が
課
題
と
な
る
。
修
士
論
文
は
、

こ
の
二
つ
の
課
題
を
同
時
に
追
究
し
統
一
す
る

象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、「
理
論
・

実
践
対
話
型
」の「
実
践
的
研
究
」を
大
切
な
目

標
と
し
て
修
士
論
文
に
挑
戦
し
て
き
た
。
こ
こ

で
は
、
こ
の
修
士
論
文
の
特
徴
を
整
理
し
、
そ

の
研
究
作
業
の
実
際
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

「
実
践
的
研
究
」の
要
件

2「
理
論
・
実
践
対
話
型
」
の「
実
践
的
研
究
」

は
、
約
10
年
間
に
わ
た
る
修
士
論
文
ゼ
ミ
指
導

の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
夜
間
大
学

院
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の「
実
践
的
研
究
」

の
特
徴
を
研
究
の
テ
ー
マ
・
対
象
・
方
法
に
絞
っ

て
整
理
す
る
と
、
次
の
三
つ
が
重
要
な
要
件
と

な
る
。

第
一
に
、
研
究
テ
ー
マ
は
、
理
論
的
基
礎
を

持
つ
と
共
に
実
践
課
題
に
応
え
る
も
の
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
テ
ー
マ

は
、
①
自
己
の
問
題
関
心
、
②
学
校
現
場
の
実

践
課
題
、
③
先
行
研
究
の
成
果
と
い
う
三
角
形

を
結
ぶ
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
実
践
者
の

研
究
は
、
①
や
②
に
傾
斜
し
て
③
が
疎
か
に
な

る
と
、
個
別
具
体
的
実
践
を
整
理
す
る
こ
と
に

終
始
し
、
一
般
性
・
普
遍
性
が
弱
い
も
の
と
な

る
。
主
要
な
先
行
研
究
を
読
み
込
み
格
闘
し
、

自
ら
の
問
題
意
識
を
拡
充
深
化
さ
せ
る
中
で
、

研
究
テ
ー
マ
の
焦
点
化
、
研
究
仮
説
の
形
成
を

進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

第
二
に
、
研
究
の
目
的
・
対
象
・
方
法
が
三

位
一
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
践
者

が
自
ら
の
実
践
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
、
研

究
テ
ー
マ
の
焦
点
化
、
研
究
方
法
の
洗
練
で
問

題
を
抱
え
る
た
め
、
対
象
へ
の
切
り
込
み
が
浅

く
、
平
凡
な
実
践
報
告
に
陥
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
研
究
対
象
と
し
て
自
ら
の
実
践
だ
け
で

な
く
比
較
対
照
で
き
る
実
践
事
例
を
意
図
的
に

組
み
込
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
二
つ
以
上
の
実
践
事
例
を
比
較
す
る
研
究

の
視
点
や
枠
組
み
が
必
然
的
に
求
め
ら
れ
る
。

第
三
に
、
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
ら
の
実

践
を
対
象
化
し
、
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
研

究
テ
ー
マ
を
意
識
し
た
実
践
を
展
開
し
、
そ
の

実
践
の
内
容
・
方
法
・
過
程
を
対
象
化
し
、
そ

の
意
味
づ
け
を
行
う
。
た
だ
し
、
実
践
は
多
様

な
条
件
・
要
因
の
中
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
研

究
テ
ー
マ
に
沿
わ
な
い
点
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
た
め
、
自
ら
の
実
践
を
通
し
て
研
究
テ
ー
マ

を
緻
密
に
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
実
践

実
践
的
研
究
を
め
ざ
す
修
士
論
文
　
―
理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
―

大
阪
教
育
大
学
教
授
　
大
脇
　
康
弘

御
所
市
立
葛
城
小
学
校
校
長
　
西
川
　
　
潔
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ワ
ー
ド
５
個
）、
主
要
な
先
行
研
究（
研
究
者

３
人
）
の
読
み
込
み
、
研
究
テ
ー
マ
と
対
象
・

方
法
の
確
定
、
調
査
・
観
察
・
実
践
に
よ
る
資

料
・
デ
ー
タ
の
収
集
、
そ
の
分
析
作
業
、
論
文

構
成
、
論
文
の
各
章
・
各
節
の
執
筆
検
討
、
論

文
の
完
成
、
と
な
る
。
こ
の
修
論
作
成
作
業
に

取
り
組
む
中
で
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
い
く

つ
か
の
壁
や
困
難
に
直
面
し
、
立
ち
止
ま
り
、

軌
道
修
正
し
、最
後
に
は
追
い
込
み
を
か
け
て
、

完
成
に
辿
り
着
く
。
こ
の
間
、
頭
の
片
隅
に
は

常
に
、
論
文
テ
ー
マ
・
論
点
が
あ
り
、
土
曜
・

日
曜
に
は
集
中
的
に
時
間
を
取
っ
て
論
文
を
執

筆
す
る
。

ま
ず
は
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
先

行
研
究
を
読
み
込
み
、レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
す
る
。

ゼ
ミ
で
は
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
を
基
に
質
疑
応
答
、

検
討
す
る
。
そ
こ
に
大
脇
教
授
の
的
確
な
指
導

が
入
る
。
西
川
は
そ
の
指
導
を
リ
コ
ー
ダ
ー
に

記
録
し
、
そ
れ
を
テ
ー
プ
起
こ
し
し
て
、
研
究

作
業
を
立
て
直
し
て
き
た
。
２
０
１
２
年
度
の

ゼ
ミ
生
３
名
は
い
ず
れ
も
現
職
の
教
頭
で
、
１

回
生
１
名
も
参
加
し
た
。
各
自
の
修
士
論
文

テ
ー
マ
は「
教
職
員
の
評
価
・
育
成
シ
ス
テ
ム

の
政
策
と
実
践
」「
内
発
的
改
善
力
を
基
盤
と
し

た
学
校
組
織
改
革
」「
生
徒
の
学
習
環
境
構
築
力

の
形
成
」「
高
校
に
お
け
る
学
校
改
革
実
践
の
事

例
研
究
」
と
多
様
で
あ
っ
た
。
校
種
・
地
域
な

く
挑
戦
で
あ
る
。
次
に
、
修
士
論
文
の
作
成
に

取
り
組
ん
だ
一
人
、
西
川
潔
が
そ
の
実
際
を
述

べ
よ
う
。修

士
論
文
と
の
格
闘

3私
た
ち
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
日
々
携
わ

る
学
校
経
営
の
理
論
的
裏
付
け
を
求
め
て
、
経

験
則
、
経
験
値
だ
け
で
な
く
理
論
知
を
獲
得
し

よ
う
と
し
て
、
夜
間
大
学
院
の
門
戸
を
た
た
い

た
。
夜
間
大
学
院
に
お
け
る
修
士
論
文
の
比
重

は
大
き
い
。
修
士
論
文
に
関
係
す
る
授
業「
特

別
課
題
研
究
」（
修
論
ゼ
ミ
）は
大
学
院
２
回
生

対
象
に
４
単
位
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
研
究
作

業
は
１
回
生
の
後
半
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

す
る
。
公
式
的
に
は
、
１
回
生
の
１
月
初
旬
に

修
論
構
想
発
表
会
、
２
回
生
の
８
月
下
旬
に
修

論
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
修
論
提
出
後
に

修
論
公
開
審
査
会
が
２
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
公
式
行
事
が
修
論
作
成
の
重
要
な

通
過
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

修
論
ゼ
ミ
は
ゼ
ミ
生
み
ん
な
が
集
ま
る
集
団

指
導
と
必
要
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
個
別
指
導
か

ら
な
る
。
集
団
指
導
は
毎
週
一
度
１
２
０
分
を

目
安
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
流
れ
を
図
式
的
に
示

す
と
、
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
・
明
確
化（
キ
ー

③  

研
究
の
目
的
・
対
象
・
方
法
が
関
連
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

④  

研
究
テ
ー
マ
を
意
識
し
た
実
践
を
展
開
し
、

そ
の
実
践
の
内
容
・
方
法
・
過
程
を
対
象

化
し
、
そ
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

⑤  

理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
が
行
わ
れ
、
そ

の
意
義
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

総
じ
て
、「
実
践
的
研
究
」「
理
論
・
実
践
対

話
型
研
究
」は
、
理
論
知
と
実
践
知
が「
交
流
・

対
話
・
統
一
」
さ
れ
る
こ
と
を
基
軸
に
し
て
い

る
。
実
践
者
が
当
事
者
と
し
て
取
り
組
ん
だ
個

別
具
体
的
な
実
践
を
そ
の
社
会
的
文
脈
を
含
め

て
対
象
化
す
る
中
で
、
そ
の
実
践
が
孕
む
一
般

性
・
普
遍
性
を
摘
出
す
る
道
筋
も
開
か
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
が「
実
践
的
研
究
」
に
取
り
組
む
道

筋
に
は
多
く
の
困
難
や
課
題
が
待
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
理
論
的
・
実
証
的
思
考
を
確
か
な

も
の
に
し
、
実
践
的
・
状
況
対
応
的
思
考
を
対

象
化
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
理
論
知
と
実

践
知
を
つ
な
い
で「
内
的
対
話
」を
行
う
に
は
、

相
当
の
修
練
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

困
難
な
道
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
世

界
と
実
践
指
針
が
見
え
て
く
る
。
実
践
者
が
自

ら
の
実
践
拠
点
に
根
ざ
し
た「
実
践
的
研
究
」

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
新
た
な
世
界
を
切
り
開

の
現
実
に
沿
っ
て
分
析
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
実
践
分
析
の
意
義
と
限
界
を
ふ
ま
え
た

い
。こ

の「
実
践
的
研
究
」「
理
論
・
実
践
対
話
型

研
究
」と
類
似
し
て
い
る
用
語
と
し
て
、「
実
践

研
究
」「
実
践
型
研
究
」が
あ
る
。
い
ず
れ
も「
実

践
者
が
自
ら
の
実
践
活
動
を
対
象
化
し
、
そ
の

意
味
づ
け
や
課
題
解
決
を
行
う
研
究
」で
あ
る
。

福
井
大
学
教
職
大
学
院
で
は
、「
実
践
―
省
察

―
再
構
成
の
サ
イ
ク
ル
」で
学
習
を
深
め
、「
学

校
改
革
実
践
研
究
報
告
」（
長
期
実
践
報
告
）と

し
て
ま
と
め
る
。
ま
た
、
東
京
外
国
語
大
学
多

言
語
・
多
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学

術
研
究
論
文
に
対
し
て
実
践
者
が
行
う「
実
践

研
究
」「
実
践
型
研
究
論
文
」を
独
自
に
位
置
づ

け
、
そ
の
基
本
的
要
件
を
明
示
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
自
ら
が
関
係
す
る
実
践
を
記
録
対
象
化

し
、
記
述
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
私

た
ち
が
め
ざ
す「
実
践
的
研
究
」
と
は
目
的
と

特
徴
が
か
な
り
異
な
る
。
以
上
か
ら
、「
実
践

的
研
究
」「
理
論
・
実
践
対
話
型
研
究
」の
要
件

を
提
示
す
る
と
、
次
の
５
つ
に
な
る
。

①  

自
ら
の
実
践
経
験
に
根
ざ
し
た
問
題
意
識

を
拡
充
深
化
さ
せ
て
、
理
論
と
実
践
を
つ

な
ぐ
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。

②  

主
要
な
先
行
研
究
を
読
み
込
ん
で
、
そ
れ

と
格
闘
し
問
題
提
起
を
試
み
て
い
る
こ
と
。
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付　
　
記

本
稿
は『
月
刊
高
校
教
育
』
２
０
１
４
年
１
月
号
掲
載
の

論
稿
を
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

・  『
学
校
教
育
論
集
』（
２
０
０
５
～
２
０
１
３
）、
大

阪
教
育
大
学
教
育
経
営
学
研
究
会
、
２
０
０
５
～

２
０
１
４
年
。

・  『
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
究
』
第
１
～
４
号
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
研
究
会
、
２
０
１
０
～
２
０
１
３
年

在
も
学
校
組
織
改
革
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
学

校
組
織
改
革
を
推
進
す
る
時
に
生
き
て
く
る
の

が
、
こ
れ
ま
で
の
理
論
研
究
で
あ
る
。
学
校
の

進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
の
理
論
的
裏
付

け
、
事
実
・
事
象
に
対
す
る
理
論
的
価
値
付
け
、

具
体
的
事
象
に
お
け
る
統
制
化
と
協
働
化
の
共

存
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
、
大
学
院
で
学
ん
だ

理
論
研
究
が
様
々
な
場
面
で
役
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
実
践
を
記
録
し
な
が
ら
理
論

と
の
対
話
を
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
繰
り
返
し
、「
実

践
的
研
究
」を
継
続
し
て
い
る
。

夜
間
大
学
院
で
学
ん
だ
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

は
大
学
院
修
了
を
ゴ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
。
大
学
院
修
了
は
一
つ
の
通
過
点
で
あ
り
、

新
た
な
学
び
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
大
学
院
修

了
後
に
日
本
教
育
経
営
学
会
年
次
大
会
で
研
究

発
表
を
行
い
、ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
究
会『
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
研
究
』
へ
論
文
投
稿（
査
読

付
き
）
を
行
っ
て
い
る
。
修
士
論
文
は
夜
間
大

学
院
の
学
び
の
集
大
成
で
あ
る
が
、
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
の
学
び
と
実
践
は
こ
こ
か
ら
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
こ
れ
か
ら
も「
学
び
続
け

る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
」
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
。

思
い
出
で
あ
る
。

実
践
的
研
究
と

実
践
展
開
の
つ
な
が
り

4夜
間
大
学
院
で
の
学
び
は
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
実
践
的
研
究
力
に
結
び
付
い
て

い
る
と
、
大
学
院
修
了
後
に
感
じ
て
い
る
。
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
学
校
現
場
で
様
々
な
事
象

に
つ
い
て
判
断
し
、
決
断
し
た
り
、
方
向
性
を

導
き
出
し
た
り
す
る
場
面
が
多
々
あ
る
。
そ
の

時
々
に
事
象
を
対
象
化
し
、
理
論
的
な
裏
付
け

を
考
え
、
論
理
的
に
考
察
し
、
結
論
を
導
き
出

す
力
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
力
が
修
士
論

文
の
作
成
過
程
を
通
し
て
培
わ
れ
た
の
で
あ

る
。ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、
大
学
院
修
了
後
も

学
校
現
場
で「
理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
」
を

重
ね
て「
実
践
的
研
究
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

西
川
の
修
論
テ
ー
マ
は「
内
発
的
改
善
力
を
基

盤
と
し
た
学
校
組
織
改
革

−

統
制
化
と
協
働
化

の
共
存
を
基
軸
に

−

」
で
あ
っ
た
。
夜
間
大
学

院
に
通
い
な
が
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

実
践
を
学
校
現
場
で
行
い
、
理
論
と
の
対
話
を

繰
り
返
し
な
が
ら
修
士
論
文
を
ま
と
め
た
。
大

学
院
修
了
後
、
研
究
テ
ー
マ
を「
校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
の
関
連
に
発
展
さ
せ
て
、
現

ど
異
な
る
点
も
あ
っ
た
が
、
校
長
・
教
頭
と
し

て
の
共
通
基
盤
に
立
っ
て
、
意
見
交
換
や
集
団

討
論
が
行
わ
れ
、
相
互
に
啓
発
さ
れ
励
ま
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
ゼ
ミ

の
報
告
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
は
大
変
で
あ
っ
た

が
、
ゼ
ミ
は
楽
し
み
で
あ
り
、
ま
た
次
の
課
題

へ
の
挑
戦
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
研
究
作
業
が
深
ま
っ
て
き
た
ら
、
修

士
論
文
の
章
節
構
成
を
行
い
、
い
よ
い
よ
執
筆

作
業
に
入
る
。
執
筆
作
業
は
２
回
生
の
６
月
か

ら
取
り
か
か
っ
た
が
、
初
め
の
１
ヶ
月
は
ほ
と

ん
ど
前
に
進
ま
ず
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
書
け

な
い
も
の
か
と
随
分
悩
ん
だ
。し
ば
ら
く
し
て
、

そ
の
原
因
が
実
践
記
録
と
研
究
論
文
の
違
い
に

あ
る
と
気
付
い
た
。
こ
れ
ま
で
学
校
現
場
で
の

実
践
を
ま
と
め
る
機
会
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

自
分
の
実
践
を
整
理
し
て
ま
と
め
る
も
の
で
、

論
理
性
・
実
証
性
が
十
分
で
な
く
一
般
化
を
意

識
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

修
士
論
文
の
研
究
過
程
は
、
研
究
の
テ
ー
マ

と
対
象
・
方
法
の
連
関
が
鍵
と
な
り
、
先
行
研

究
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
た
課
題
設
定
が
重
要
と

な
る
。
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
先
行
研
究
を
探

し
出
す
難
し
さ
、
先
行
研
究
と
自
身
の
テ
ー
マ

と
の
関
連
づ
け
、
理
論
と
実
践
の
往
還
な
ど
、

大
き
な
山
を
い
く
つ
も
乗
り
越
え
て
修
論
を
作

成
し
た
が
、
完
成
し
た
時
の
達
成
感
は
一
生
の

13

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
夜
間
大
学
院
に
進

学
し「
働
き
な
が
ら
学
ぶ
」こ
と
に
よ
っ
て
、

学
び
の
道
筋
が
で
き
た
。
理
論
知
を
学
び
、

実
践
知
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
教
育
実
践

を
切
り
開
い
て
い
く
取
り
組
み
が
、
大
学

教
員
、
学
友
と
協
働
す
る
中
で
重
ね
ら
れ

た
。
修
士
論
文
は
そ
の
代
表
的
成
果
で
、

理
論
・
実
践
対
話
型
の
「
実
践
的
研
究
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

夜
間
大
学
院
を
巣
立
っ
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
、
学
校
現
場
や
教
育
行
政
に

お
い
て
新
た
な
道
を
切
り
開
き
、
教
育
関

係
学
会
で
学
会
発
表
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
（
大
脇
）。

贈
る
言
葉
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学
校
経
営
の
思
想
と
原
理
を
問
う

大
阪
教
育
大
学
教
授
　
大
脇
　
康
弘

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

実
践
的
研
究
論
文
が
素
材

1こ
の
授
業
で
は
学
校
経
営
の
思
想
と
枠
組
み

を
検
討
し
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
校
づ
く

り
の
理
論
的
基
盤
を
理
解
し
深
め
る
こ
と
を
狙

い
と
し
て
い
る
。「
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
」は

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
）
の

必
修
科
目
で
、
前
期
の
授
業「
学
校
評
価（
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
）」を
受
け
て
、
理
論
と
方
法
を
扱

う
。授

業
構
成
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ゼ
ミ
形
式

を
と
り
、
文
献
を
精
読
し
、
討
議
を
重
ね
て
い

く
。
文
献
は
、
学
校
経
営
に
関
し
て
広
が
り
と

深
さ
が
あ
り
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て

読
み
応
え
が
あ
る
も
の
を
基
準
に
選
定
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
篠
原
清
昭
編『
ス
ク
ー
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』『
学
校
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

を
は
じ
め
、
学
会
誌
や
紀
要
論
文
か
ら
選
ん
で

い
る
が
、
近
年
は
佐
古
秀
一
氏
の「
内
発
的
改

善
力
を
高
め
る
学
校
組
織
開
発
論
」
に
関
す
る

研
究
論
文
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
参
照
文
献

と
し
て『
Ｈ
．ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
経
営
論
』や
コ
ッ

タ
ー
の『
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
論
』
も
勧
め

て
い
る
。

受
講
生
は
Ｓ
Ｌ
Ｃ
院
生
５
名
前
後
で
、校
長・

教
頭
、
首
席（
主
幹
教
諭
）、
指
導
主
事
な
ど
学

校
経
営
実
践
を
積
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。
こ

の
た
め
、
実
践
的
研
究
論
文
を
自
ら
の
経
験
と

照
ら
し
合
わ
せ
、
自
校
の
経
営
実
態
に
応
用
で

き
な
い
か
な
ど
、
か
な
り
読
み
込
み
を
し
て
い

る
。
私
は
こ
う
し
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
知

見
が
討
議
の
場
に
提
示
さ
れ
論
議
が
深
ま
る
よ

う
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
大
事

に
し
て
い
る
。

授
業
の
展
開

2授
業
の
構
成
は
、
論
文
の
ポ
イ
ン
ト
と
論

点
に
つ
い
て
私
か
ら
紹
介（
20
分
、
以
下
単
位

は
略
）、
レ
ポ
ー
タ
ー
が
レ
ジ
ュ
メ
に
即
し
て

報
告
・
コ
メ
ン
ト（
30
～
40
分
）、
後
半
の
討

議（
30
分
）は
私
か
ら
論
点
を
２
～
３
提
示
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
。
学
習

集
団
が
形
成
さ
れ
、
論
議
が
拡
散
し
な
く
な
る

と
、
学
習
集
団
に
論
議
を
委
ね
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

各
年
度
で
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
、
学
校

経
営
改
革
、
学
校
組
織
開
発
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
、学
校
ビ
ジ
ョ
ン
、学
校
評
価
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
学
校
・
地
域
連
携
、
学

校
臨
床
、
学
校
危
機
管
理
な
ど
で
あ
る
。
文
献

の
読
み
込
み
で
は
、
問
題
設
定
、
認
識
枠
と
方

法
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、
主
要
な
研
究
者
の
論
点
に

留
意
す
る
よ
う
促
す
。
こ
れ
が
あ
る
程
度
で
き

て
く
る
と
、
学
校
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
の
交

流
・
対
話
へ
と
導
い
て
い
く
。
つ
ま
り
、
個
々

人
が
豊
富
に
持
っ
て
い
る
学
校
づ
く
り
の
経
験

や
知
見（
実
践
知
）
を
生
の
形
で
提
示
す
る
こ

と
は
避
け
て
、
一
定
の
枠
組
み
を
も
っ
た
研
究

論
文
の
読
み
込
み
を
通
し
て
、
自
己
の
実
践
知

を
整
理
し
相
対
化
し
て
い
く
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
学
校

づ
く
り
の「
理
論
知
と
実
践
知
の
対
話
」
の
道

筋
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
自
ら
の

経
験
と
勘
に
支
え
ら
れ
た
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

像
を
再
構
成
す
る
こ
と
も
あ
る
。

後
半
は
、
佐
古
秀
一
氏
の「
学
校
組
織
開
発

論
」
に
関
す
る
論
文
を
数
本
検
討
し
、
そ
の
問

題
意
識
、
研
究
方
法
、
実
践
の
対
象
化
、
効
果

の
検
証
、
理
論
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
学
校
組
織
開
発
論
を
批
判
的
に
読
み
込
む

こ
と
で
、「
実
践
的
研
究
」
の
枠
組
み
と
方
法

を
対
象
化
し
、
研
究
作
業
や「
理
論
知
」
の
独

自
性
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
の
こ
と
は
、

同
時
に
取
り
組
ん
で
い
る
修
士
論
文
の
研
究
作

業
に
示
唆
す
る
点
が
多
い
。

デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
学
び
の
場

3ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー・コ
ー
ス
の
授
業
で
は
、

学
校
で
の
役
職
や
実
績
を
前
面
に
出
す
の
で
は

な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
学
校
づ
く
り
の
理
論
と

実
践
を
架
橋
す
る
た
め
に
、
自
由
な
討
議
を
重

ね
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

「
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
学
習
空
間
」を
形
成
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
学

習
を
重
ね
る
こ
と
は
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が

職
場
の
実
践
を
相
対
化
し
、
広
く
深
い
認
識
が

で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
新
た
な

実
践
意
欲
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。

主
要
文
献

・  

篠
原
清
昭
編『
ス
ク
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房

・  

篠
原
清
昭
編『
学
校
改
善
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房

・  

佐
古
秀
一
他『
学
校
づ
く
り
の
組
織
論
』学
文
社

・  

小
島
弘
道
他『
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』学
文
社

・  

大
脇
康
弘『
学
校
改
革
と
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
』
教
育

経
営
学
研
究
会

・  

ミ
ン
ツ
バ
ー
グ『
Ｈ
．ミ
ン
ツ
バ
ー
グ
経
営
論
』ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
社

・  

コ
ッ
タ
ー『
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
論
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社

・  

コ
ト
ラ
ー『
コ
ト
ラ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
セ

プ
ト
』東
洋
経
済
新
報
社

14
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学
校
づ
く
り
の
理
論
・
政
策
・
実
践
の
事
例
研
究

大
阪
教
育
大
学
教
授
　
大
脇
　
康
弘

学
校
評
価

学
校
評
価
の
重
要
性

1こ
の
授
業
で
は
、
学
校
評
価
に
関
す
る
基

本
文
献
を
読
ん
だ
上
で
、
学
校
評
価
の
実
践
事

例
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
、
組
織
と
過
程
、
効

果
と
課
題
に
つ
い
て
多
面
的
に
検
討
す
る
。
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
コ
ー
ス（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
）
の
導

入
科
目
と
し
て
前
期
に
開
講
さ
れ
て
い
る
。
受

講
者
は
他
コ
ー
ス
の
学
生
も
含
め
10
名
弱
で
あ

る
。今

日
の
学
校
は
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
教
育
活

動
・
経
営
活
動
を
組
織
し
、
学
校
評
価
に
よ
っ

て
そ
の
成
果
を
確
認
し
、
学
校
改
善
を
図
っ
て

い
く
。
そ
の
取
り
組
み
と
結
果
は
学
校
の
関
係

者
に
公
表
し
説
明
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
。
い

わ
ば
、
学
校
が「
評
価
し
評
価
さ
れ
る
」
時
代

に
な
っ
た
が
、
学
校
評
価
は
教
職
員
評
価
、
授

業
評
価
と
並
ん
で
、
学
校
経
営
改
革
を
牽
引
す

る
重
要
な
施
策
で
あ
っ
た
。

学
校
評
価
は
２
０
０
２
年
の
法
制
化
と
そ
の

改
正
、「
学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
制
定
・

改
訂
を
経
て
、
現
在
で
は
、
自
己
評
価
、
学
校

関
係
者
評
価
、
第
三
者
評
価
の
三
種
と
さ
れ
て

い
る
。
学
校
評
価
の
施
策
は
大
阪
府
と
大
阪
市

で
異
な
り
、
市
町
村
で
の
政
策
展
開
も
一
様
で

は
な
い
。
ま
た
、
他
府
県
の
取
り
組
み
も
多
様

で
あ
る
。

授
業
で
は
、
地
元
大
阪
で
の
政
策
と
実
践
に

着
目
し
つ
つ
、
そ
れ
を
全
国
的
視
野
で
位
置
づ

け
、
特
徴
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ

の
際
に
、
学
校
評
価
を
理
論
・
政
策
・
実
践
の

三
側
面
か
ら
総
合
的
に
検
討
で
き
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
は
学
校
評
価
に
中
心
的

に
取
り
組
ん
だ
経
験
を
持
ち
、
そ
の
意
義
と
共

に
運
用
の
難
し
さ
を
熟
知
し
て
い
る
。
学
校
評

価
の
政
策
と
実
践
を
検
討
す
る
際
、
そ
う
し
た

知
見
や
問
題
意
識
を
出
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

学
校
評
価
の
認
識
を
広
げ
る
一
方
で
、
改
善
の

た
め
の
実
践
指
針
を
獲
得
で
き
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
る
。

実
践
事
例
を
考
察
す
る

2学
校
評
価
を
検
討
す
る
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し

て
、『
学
校
評
価
を
共
に
創
る
』『
学
校
を
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
す
る
評
価
』
を
使
用
し
て
い
る
。

前
者
は
大
阪
府
の
事
例
が
中
心
で
あ
り
、
後
者

は
、
川
崎
市
、
仙
台
市
、
京
都
市
の
実
践
事
例

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
事
例
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
を
学
ん
だ
後
に
、
身
近
な
実
践

事
例
を
持
ち
寄
り
、
学
校
評
価
デ
ー
タ
を
は
じ

め
、
学
校
評
価
の
組
織
と
運
用
、
問
題
点
と
課

題
な
ど
を
検
討
す
る
。
こ
の
時
、
前
半
で
学
ん

だ
学
校
評
価
を
認
識
す
る
枠
組
み
や
評
価
基
準

が
生
き
て
く
る
。
一
定
の
理
論
的
枠
組
み
を
持

ち
な
が
ら
現
場
の
実
践
的
問
題
意
識
が
う
ま
く

か
み
合
う
と
、
実
践
的
研
究
の
素
地
が
で
き
て

く
る
。

さ
ら
に
、
学
校
の
内
部
評
価
と
外
部
評
価
の

関
係
、
学
校
の
評
価
機
能
と
支
援
機
能
の
ず
れ

等
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
と
実
践
事
例
を
検

討
す
る
。
た
だ
し
、
授
業
の
構
成
上
、
こ
の
話

題
に
触
れ
る
に
止
め
る
。

理
論
的
視
野
と
実
践
的
関
心
の
交
錯

3夜
間
大
学
院
で
学
ぶ
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

は
、
校
長
・
教
頭
と
し
て
最
前
線
で
活
躍
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」

を
志
す
者
が
少
な
く
な
い
。
私
は
こ
の
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
確
か
な
理
論
的
基
盤
を
持

ち
つ
つ
柔
軟
な
学
校
経
営
実
践
に
取
り
組
む
実

践
指
針
が
獲
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
授
業「
学
校
評
価
」

は
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
が
学
び
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
を
刻
む
重
要
な
内
容
と
な
る
よ
う
、

毎
年
度
新
鮮
な
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
る
。

参
考
文
献

・  

大
脇
康
弘
他
編『
学
校
評
価
を
共
に
創
る
』学
事
出
版

・  

大
脇
康
弘
編『
学
校
を
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
評

価
』ぎ
ょ
う
せ
い

・  

大
脇
康
弘
編『
学
習
す
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
』
慶
應

義
塾
出
版
会
、
近
刊

・  

木
岡
一
明『
新
し
い
学
校
評
価
と
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』第
一
法
規
出
版

・  

窪
田
眞
二
・
木
岡
一
明
編『
学
校
評
価
の
仕
組
み
を
ど

う
創
る
か
』学
陽
書
房

・  

第
９
回
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書

『
豊
か
な
学
校
評
価
を
求
め
て
』Ｓ
Ｌ
Ｆ
、
２
０
０
９
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教育経営学・教師教育学専攻。スクールリーダー教育
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編著書に『学校をエンパワーメントする評価』ぎょう
せい、『学校評価を共に創る』『学校を変える授業を創
る』学事出版。

大学と教育委員会連携の授業開発 
「大阪の学校づくり」は、冊子５- ７頁を参照。
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挑
戦
す
る
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

大
阪
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
　
森
　
　
均

学
校
づ
く
り

進
化
型
・
自
己
開
発
型

講
義
を
め
ざ
し
て

1本
講
義
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

は
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
校
長
と
し
て
毎
年

変
わ
り
続
け
る
教
育
界
の
状
況
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
、「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」「
こ
れ
か
ら

の
将
来
を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
私
の
経
験
を

伝
え
た
い
」と
い
う
思
い
と
、
既
設
校
の
閉
校
、

新
設
校
の
開
校
に
携
わ
っ
た
校
長
経
験
に
後
押

し
さ
れ
て
、
講
義
担
当
を
引
き
受
け
た
。

多
く
の
校
長
は
何
代
目
か
の
校
長
と
し
て
赴

任
す
る
。
そ
こ
に
は
前
校
長
の
や
り
方
と
方
針

等
を
い
か
に
引
き
継
ぐ
か
と
い
う
難
し
い
状
況

が
待
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
在
任
期
間
中
に

は
、
前
校
長
か
ら
引
き
継
い
だ
問
題
を
一
つ
で

も
解
決
し
て
、
次
の
校
長
に
引
き
継
ぎ
た
い
、

新
た
な
問
題
を
起
こ
し
て
引
き
継
ぎ
た
く
な
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
あ
る
。
新
設

校
の
初
代
校
長
に
な
れ
ば
、
教
育
理
念
、
学
校

経
営
計
画
、
教
育
目
標
、
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

校
訓
、
学
校
生
活
の
目
標
、
校
章
、
校
歌
、
教

員
組
織
、
様
々
な
内
規
、
学
校
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
等

を
一
か
ら
作
成
し
て
い
く
。
ま
さ
し
く「
学
校

づ
く
り
」に
ま
い
進
す
る
の
で
あ
る
。

本
講
義「
学
校
づ
く
り
」
は
、
こ
の
６
年
間

に
39
名
の
院
生
が
受
講
し
た
。
彼
ら
は
、
昼
は

校
長
、
教
頭
、
首
席（
主
幹
教
諭
）、
教
諭
、
指

導
主
事
と
し
て
働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
る
。
校

種
も
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
校
や
教
育
経

験
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
年
度
ご
と

に
講
義
の
内
容
・
方
法
を
変
え
る
よ
う
に
し
た
。

事
例
研
究
、
ゲ
ス
ト
講
師
の
話
の
傾
聴
、
討
議

等
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
し
、
議
論
を
深
め
て

い
く
中
で
徐
々
に
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

実
践
意
欲
を
高
め
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
在

り
方
を
明
確
に
す
る
よ
う
促
し
て
き
た
。

到
達
目
標
は
、
赴
任
校
の
現
状
を
分
析
し
創

造
的
に
ア
イ
デ
ア
を
示
し
て
実
践
し
赴
任
校
を

変
え
る
手
法
を
自
ら
開
発
し
、
未
体
験
な
こ
と

で
も
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
継
続
的
な
Ｒ
―（
Ⅴ：

ビ
ジ
ョ
ン
）
―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

タ
フ
な
自
己
発
達
型

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て

2院
生
は
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
将

来
ど
の
よ
う
な
学
校
に
赴
任
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。
教
育
行
政
の
立
場
で
、
わ
が
国
固
有
の
問

題
に
正
面
か
ら
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
判
断
を
求
め
ら

れ
る
現
場
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
何
事
に
も
く
じ
け
な
い
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
に
成
長
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
は
変

化
す
る
場
面
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
基
に
、
よ

り
的
確
な
判
断
や
指
示
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
、
心
の
中
に
た
く
さ
ん
の“
引
き
出
し
”

を
創
る
よ
う
事
例
研
究
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
、
新
設
間
も
な
い
学
校
、
特
色
あ
る
学

校
等
に
つ
い
て
、
一
人
ず
つ
事
例
研
究
を
報
告

し
、
そ
れ
を
基
に
議
論
し
た
。
学
校
の
問
題
点

や
課
題
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ク
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
疑
似
体
験
を
重
ね
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
様
々
な
事
柄
を

取
り
上
げ
、
校
種
を
超
え
て
将
来
の
学
校
づ
く

り
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
議
論
し
た
。
そ

の
議
論
に
関
わ
っ
て
、私
の
メ
ー
カ
ー
勤
務（
家

電
メ
ー
カ
ー
で
の
工
程
管
理
者
、
半
導
体
メ
ー

カ
ー
で
の
産
業
用
直
流
電
源
の
設
計
者
・
開
発

者
）、
教
員（
工
業
高
校
定
時
制
課
程
非
常
勤
講

師
、全
日
制
課
程
講
師・教
諭
）、教
育
行
政（
高

等
学
校
課
指
導
主
事
、
障
害
教
育
課
首
席
指
導

主
事
）、教
頭（
知
的
障
が
い
支
援
学
校
小
学
部・

中
学
部
担
当
）、
校
長（
聴
覚
高
等
支
援
学
校
、

工
業
高
校
、
知
的
障
が
い
高
等
支
援
学
校
、
普

通
科
高
校
：
知
的
障
が
い
生
徒
対
象
の
自
立
支

援
コ
ー
ス
設
置
校
）
さ
ら
に
は
２
度
も
２
校
の

校
長
を
兼
務
し
た
経
験
を
基
に
、
疑
問
や
問
題

の
提
起
を
意
図
的
に
行
っ
て
議
論
が
深
ま
る
よ

う
に
し
た
。
私
の
体
験
も
簡
潔
に
話
し
た
が
、

つ
い
熱
く
語
り
合
い
時
間
を
忘
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
際
に
気
を
付
け
た
こ
と
は
、
矛

盾
に
満
ち
た
こ
と
で
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
も

私
が
体
験
し
た
本
当
の
話
を
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
話
の

傾
聴
か
ら
一
般
化
へ

3事
例
研
究
と
並
行
し
て
、
学
校
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
る
校
長
、
特
色
あ
る
学
校
の
校
長
、

16
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学
校
を
立
ち
上
げ
た
経
験
の
あ
る
方
、
管
理
職

と
し
て
転
職
経
験
の
あ
る
民
間
企
業
の
方
等
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
い
た
。
学
校
紹
介
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
Ｈ
Ｐ
で
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
校

改
革
や
学
校
改
善
の
取
り
組
み
方
法
、
工
夫
等

を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
院
生
と
論
議
す
る
こ
と

で
、
本
講
義
の
到
達
目
標
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。
こ
こ
で
議
論
の
発
端
と
な
っ

た
例
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

 

例
１　
生
活
指
導
で
苦
し
ん
で
い
る
高
校
に

赴
任
し
た
校
長
：「
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
使
わ

れ
て
い
る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

を
生
活
指
導
に
取
り
入
れ
た
ら
、
生
徒
が
意
識

し
て
校
内
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
。」「
教

員
が『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
意
識
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
で
す
。」

例
2　
伝
統
校
に
赴
任
し
た
校
長
：「
教
員

向
け
の『
校
長
だ
よ
り
』
を
発
行
し
徹
底
し
た

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
校

長
の
方
針
や
考
え
方
が
教
員
に
浸
透
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。」「
校
長
室
に
大
き
な
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
を
設
置
し
て
、
そ
こ
に
首
席
、
教
頭
、

校
長
で
議
論
し
た
本
校
の
将
来
構
想
や
問
題
点

を
書
い
て
お
く
と
、
校
長
室
に
き
た
教
員
は
、

眼
を
凝
ら
し
て
見
ま
す
よ
。
そ
の
間
に『
お
茶

で
も
ど
う
ぞ
』
と
言
い
な
が
ら
、
時
間
を
か
け

て
お
茶
を
入
れ
る
ん
で
す
。
す
る
と
だ
ん
だ
ん

と
校
長
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。」「
首
席
を
組
織
の
中
で
明
確
に

位
置
づ
け
、
放
課
後
に
行
っ
て
い
た
会
議
を
す

べ
て
授
業
時
間
中
に
開
催
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。」

例
3　
10
年
間
校
長
を
さ
れ
た
方
：「
学
校

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
文
化
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
理
解
し
教
員
の
プ
ラ
イ
ド
を
認
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
保
護
者
の
役
割
が
果
た

さ
れ
ず
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
た
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
姿
勢
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
か
ら
思
う
と
現
職
校
長
の
時
は
つ
く
づ

く
勉
強
不
足
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

例
4　
大
企
業
か
ら
小
企
業
に
転
職
さ
れ
た

管
理
職
の
方
：「
大
企
業
で
は
、
組
織
単
位
で

仕
事
す
る
の
で
調
整
が
大
切
で
す
。
ま
た
リ
ー

ダ
ー
も
必
要
で
す
。
し
か
し
慣
性
モ
ー
メ
ン
ト

が
大
き
い
の
で
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
動
き
出
す
と
早
い
。
小
企
業
は
個

人
ベ
ー
ス
で
動
く
の
で
リ
ー
ダ
ー
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、社
長
の
一
声
で
ス
ト
ッ
プ
で
き
る
。

で
も
方
針
が
ぶ
れ
や
す
い
で
す
。」「（
会
社
が
失

敗
し
た
場
合
）
大
企
業
の
場
合
、
社
員
は
み
ん

な『
少
し
ず
つ
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
』と
思
っ

て
い
ま
す
が
、『
責
任
を
と
る
の
は
私
じ
ゃ
な

い
』
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
小
企
業
の

場
合
は
、
社
長
の
責
任
で
す
。
学
校
で
は
、
答

え
は
一
つ
で
は
な
く
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
を
教

え
て
ほ
し
い
。
ま
た
競
争
さ
せ
て
ほ
し
い
。
社

会
に
で
る
と
競
争
さ
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
。」

例
5　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
学
校
を
立
ち
上

げ
た
方
：「
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を

最
優
先
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

趣
旨
が
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
そ
し
て
、
保

護
者
と
教
員
が
話
し
合
い
、
地
域
の
人
の
協
力

も
い
た
だ
い
て
学
校
を
創
っ
て
い
き
ま
し
た
。」

「
納
め
る
授
業
料
は
保
護
者
の
収
入
に
応
じ
て

自
己
申
告
制
、
教
員
の
給
与
も
教
員
の
必
要
度

に
応
じ
て
自
己
申
告
制
で
す
。」「
答
え
は
一
つ

で
は
な
く
、
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
を
教
え
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
３
＋
２
＝

（　
）で
は
な
く
、（　
）＋（　
）＝
５
を
。」

こ
の
よ
う
な
話
か
ら
院
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
内
省
を
深
め
一
般
化
を
図
っ
て
い
っ
た
。

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
の
資
質

4本
講
義
で
自
ら
の
取
り
組
み
や
人
生
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
ゲ
ス
ト
の
方
々
は「
走
り
続
け

て
き
た
け
れ
ど
、
今
回
の
こ
と
で
立
ち
止
ま
っ

て
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
た
。」「
現
職
院
生
の
皆
さ
ん
か
ら
力
を
い
た

だ
い
た
。」
と
言
い
な
が
ら
、
志
半
ば
で
頓
挫

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
多
く
の
教
職
員
の
人
生

も
ご
存
知
だ
し
、
多
く
の
人
達
の
支
え
が
あ
っ

た
こ
と
も
自
覚
さ
れ
、
校
長
と
し
て
仕
事
が
で

き
る
こ
と
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ

し
て
そ
の
こ
と
か
ら
く
る“
自
然
な
謙
虚
さ
”

も
感
じ
た
。
現
職
の
校
長
や
指
導
主
事
に
語
る

こ
と
は
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
っ
た
と
推

測
す
る
が
、
理
屈
抜
き
で
新
た
な
こ
と
に
取
り

組
む“
挑
戦
す
る
姿
勢
”
を
お
持
ち
で
あ
っ
た

と
思
う
。“
自
然
な
謙
虚
さ
”と“
挑
戦
す
る
姿

勢
”、
そ
れ
に“
へ
こ
た
れ
な
い
タ
フ
ネ
ス
”、

こ
の
３
点
が
語
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
共
通

項
で
あ
っ
た
。
多
様
な
教
職
員
を
ま
と
め
て
い

く
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
こ

と
も
隠
れ
た
資
質
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
事
後

レ
ポ
ー
ト
を
読
む
と
、
現
職
院
生
の
遺
伝
子
に

こ
れ
ら
の
こ
と
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
組

み
込
ま
れ
た
と
確
信
す
る
。

17

森　　均（Mori, Hitoshi）

工業高専電気工学科卒業後、家電メーカーで生産・品質管理に従事、

修士課程修了後は半導体メーカーで産業用直流電源の設計・開発に

従事。その後、大阪府立工業高校教諭、大阪府教育委員会高校教育

課指導主事、養護学校教頭、障害教育課首席指導主事を経て、生野

高等聾学校、だいせん高等聾学校、茨木工科高校、たまがわ高等支

援学校、枚方なぎさ高校の校長を歴任し、定年退職。工学修士（大

阪工業大学）、教育学修士（大阪教育大学）。日本教育カウンセリン

グ学会「サイエンティスト・プラクティショナー賞」受賞。

大阪女学院大学・短大アドミッションセンター次長
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実
務
体
験
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

大
阪
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
　
津
田
　
仁

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
め
ざ
す
も
の

1校
長
の
権
限
と
責
任
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
法

令
に
あ
り
、
校
長
の
給
料
は
企
画
料
、
指
導
料
、

責
任
料
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
画
を

描
い
て
人
を
巻
き
込
む
こ
と
で
あ
り
、
臨
床
的

に
鍛
え
ら
れ
た
理
論
に
根
ざ
し
た
実
践
こ
そ
が

い
ま
校
長
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

校
長
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
や

教
育
的
な
識
見
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
現
在
の
社
会
情
勢
の
下

で
は
、
組
織
の「
管
理
職
」
と
し
て
の
能
力
が

問
わ
れ
て
い
る
。「
ひ
と
」「
も
の
」「
か
ね
」そ
し

て「
時
間
」「
情
報
」を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
力

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

社
会
や
組
織
が
多
様
化
・
大
型
化
す
れ
ば
、

「
あ
う
ん
」の
呼
吸
だ
け
で
は
動
か
せ
な
い
。
ど

こ
に
向
か
っ
て
何
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の

か
、
目
標
設
定
と
実
現
方
策
や
工
程
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な「
画
を

描
い
て
人
を
巻
き
込
む
」
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
や
行
政
機
関
は
強
大
な
権
限
を

有
し
て
い
る
。
学
校
は
人
の
人
生
を
左
右
す
る

権
限
、
例
え
ば
入
学
や
卒
業
、
懲
戒
な
ど
の
権

限
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
法
令
に
根
拠

が
あ
る
。
た
だ
慣
行
に
基
づ
い
て
学
校
運
営
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
意
外

に
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
少
な
か
ら
ず
学
校
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
校

長
の
給
料
が
企
画
料
で
あ
る
の
は
、「
画
を
描

く
」仕
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、指
導
料
は「
人
」

つ
ま
り
教
職
員
を「
巻
き
込
む
」か
ら
で
あ
り
、

責
任
料
は
権
限
に
基
づ
い
て
事
務
執
行
を
し
た

結
果
の
責
任
を
取
る
か
ら
で
あ
る
。
校
長
の
給

料
つ
ま
り
仕
事
は
、
企
画
と
指
導
と
責
任
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で「
知
識

基
盤
社
会
」の
到
来
が
言
わ
れ
、「
知
」の
重
要

性
と
と
も
に
そ
の
在
り
様
が
問
わ
れ
、
教
育
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で「
学
力
」
の
保
障
、「
進
路
」
の
保

障
の
要
請
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。
学
校

を
取
り
巻
く
状
況
も
厳
し
さ
を
増
し
、
安
全
で

安
心
な
教
育
環
境
を
保
持
す
る
危
機
管
理
に
も

一
層
神
経
を
と
が
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
の
機
会
を
保
障
し
、
子
ど
も
の
安
全
を

守
り
、
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て「
学

力
」と「
進
路
」を
保
障
す
る
こ
と
は
、
学
校
の

変
わ
ら
な
い
土
台
で
あ
り
、
柱
で
あ
る
が
、
も

う
一
度
そ
れ
ら
を
新
し
く
し
っ
か
り
し
た
も
の

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

私
が
担
当
す
る「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」（
略
称
Ｓ
Ｌ
Ｉ
）は
、
こ
う

し
た
状
況
や
考
え
を
背
景
に
、
ス
ク
ー
ル
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
と
行
動
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
、
ス

ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
実
践
的
能
力
を
形

成
す
る
こ
と
を
到
達
目
標
と
し
て
い
る
。

授
業
の
実
施
形
態

～
体
験
か
ら
理
論
に
つ
な
ぐ

2し
た
が
っ
て
、
授
業
は
可
能
な
限
り
Ｏ
Ｊ
Ｔ

に
近
づ
く
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
校
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
シ
ャ
ド
ー

イ
ン
グ
、
そ
し
て
教
育
委
員
会
事
務
局
で
の
実

務
体
験
を
メ
イ
ン
と
し
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て

３
日
以
上
の
現
場
実
習
を
課
し
て
い
る
。
加

え
て
、
そ
の
前
後
に
土
曜
２
コ
マ（
13
：
45
～

17
：
00
）
の
演
習
形
式
の
授
業
を
６
回
実
施
す

る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
事
務
局

で
の
体
験
と
い
っ
て
も
、
仕
事
を
覚
え
る
の
で

は
な
く
、
行
政
の
視
点
か
ら
見
え
る
校
長
を
体

感
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
演
習
形

式
の
授
業
で
は「
ゼ
ミ
室
は
校
長
室
」
と
想
定

し
、
受
講
者
に
校
長
と
し
て
一
人
称
で
考
え
、

発
言
を
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

校
長
の
勤
務
時
間
は
受
講
生
自
ら
の
勤
務
時

間
で
も
あ
る
。
Ｓ
Ｌ
Ｉ
を
立
ち
上
げ
る
と
き
に

大
き
な
壁
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
単
純

な
現
実
で
あ
っ
た
。
教
育
実
習
の
よ
う
に
、
一

定
の
期
間
、
学
校
に
入
り
込
み
、
校
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
が
で
き
れ
ば

そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
職
を

持
ち
な
が
ら
学
ぶ
院
生
に
は
、
厳
し
い
制
約

が
あ
る
。
院
生
に
可
能
な
限
り
多
く
の
実
務
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
夏
期
を
中
心
に

院
生
の
勤
務
日
の
調
整
を
図
り
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
ま
た
そ
れ
を
補
完
す
べ

く
、
演
習
形
式
の
授
業
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
、
自
ら
が
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
、
特
に
校
長

18
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と
し
て
判
断
す
る
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と

と
し
た
。「
自
分
が
校
長
な
ら
ど
う
す
る
か
」を

考
え
、
そ
れ
を
お
互
い
に
出
し
合
っ
て
気
づ
き

を
深
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

現
場
実
習
で
は
、
院
生（
実
習
生
）の
学
校
・

職
位
・
ニ
ー
ズ
な
ど
に
応
じ
た
適
切
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
院
生
に
は
、
教
員
、
首
席
、
指
導
主
事
、

教
頭
、
校
長
、
さ
ら
に
元
校
長
も
い
る
な
ど
実

に
多
彩
で
あ
る
。
日
程
に
制
約
が
あ
る
中
で
、

そ
の
ニ
ー
ズ
と
実
習
現
場
と
な
る
学
校
や
教
育

委
員
会
事
務
局
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
い
つ
も
頭

を
悩
ま
す
問
題
で
あ
る
。
幸
い
に
も
教
育
委
員

会
事
務
局
、
学
校
現
場
と
も
、
経
験
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
先

が
拡
大
で
き
、
現
場
と
の
往
還
が
充
実
し
た
も

の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

授
業
の
実
際

3授
業
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
第
１
ユ
ニ
ッ
ト
〉（
４
回
程
度
）

　
『
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
に
』

・  

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
～
本
授
業
の
到
達

目
標
、
授
業
概
要
、
成
績
評
価
に
つ
い
て

・  

演
習
～
成
功
事
例
に
学
ぶ
、
危
機
管
理
・

人
事
管
理
の
実
際
、
教
育
課
題
を
め
ぐ
る

論
点
整
理

・  

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
標
設
定
と
具
体

的
計
画
の
策
定

・  

仮
想「
校
長
室
」で
の
演
習

〈
第
２
ユ
ニ
ッ
ト
〉（
３
日
以
上
）

　
『
実
習
』

・  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
、
参

画
体
験

〈
第
３
ユ
ニ
ッ
ト
〉（
２
回
程
度
）

　
『
振
り
返
り
』

・  
実
習
報
告
と
シ
ェ
ア
～
実
習
報
告
を
共
有

化
し
、
考
察
を
深
め
る
。

演
習
で
は
、
危
機
管
理
に
関
わ
っ
て
、
事
実

確
認
、
見
立
て
、
方
針
づ
く
り
を
具
体
的
事
例

に
即
し
な
が
ら
議
論
し
、
時
に
そ
の
判
断
の
法

的
根
拠
を
質
す
。
あ
る
時
、
受
講
生
の
在
籍
校

で
新
聞
報
道
さ
れ
る
出
来
事
が
起
き
た
。
そ
う

い
っ
た
時
に
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
そ
の
事
案
を
取

り
上
げ
、自
ら
が
校
長
な
ら
ど
う
対
処
す
る
か
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
取
材
へ

の
基
本
姿
勢
や
対
応
の
仕
方
な
ど
も
、少
し「
い

ろ
は
」
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
学
校
と
報
道

機
関
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
あ
る
。

国
や
大
阪
府
の
教
育
政
策
が
報
じ
ら
れ
た
時

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
阪
は

話
題
に
事
欠
く
こ
と
は
な
い
。
国
に
先
駆
け
て

の
橋
下
知
事（
当
時
）か
ら
の
課
題
提
起
な
ど
、

現
在
進
行
形
の
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
や

法
的
な
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
管
理
職
と
し

て
実
践
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
を
意
見
交
換
し

た
。
平
成
25
年
度
で
言
え
ば
、
い
じ
め
、
体
罰
、

英
語
教
育
、
授
業
評
価
、
民
間
人
校
長
、
教
育

委
員
会
制
度
な
ど
が
話
題
と
な
っ
た
。

校
長
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
は
、
府
教
育
委

員
会
発
行
の「
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
や
成
功
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
具
体
的

な
手
法
を
学
ぶ
よ
う
工
夫
し
た
。

以
上
の
教
室
で
の
事
前
学
習
を
ふ
ま
え
て
、

現
場
実
習（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
実
施
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
事
務
局
で
の
実
習
は
、

「
行
政
」
の
一
端
を
知
り
、「
行
政
機
関
」
と
し

て
の
学
校
、
そ
し
て
そ
の
長
で
あ
る
校
長
の
仕

事
を
考
え
る
一
助
に
し
て
い
る
。

校
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
シ
ャ
ド
ー
イ
ン

グ
で
は
、
何
よ
り
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
に

対
応
す
る
校
長
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
で
き
、

そ
の
中
で「
声
か
け
」
の
工
夫
や「『
プ
チ
リ
ー

ダ
ー
』
を
育
て
る
こ
と
が
次
の
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
に
繋
が
る
」と
い
っ
た
視
点
、
金（
予
算
）

や
物（
た
と
え
ば
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
）
な
ど
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
活
か
し
方
な
ど
、
臨
床
的
に

積
み
上
げ
ら
れ
た『
技（
指
導
ス
キ
ル
）』や『
実

践
知
』
の
数
々
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
が
な
さ

れ
て
い
る
。

「
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
を
開
設
し
て
７
年
、
試
行
錯
誤
を
経
て
一

つ
の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
実
務
体
験
と
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
、
受
講
者
で
あ
る

院
生
の
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の「
引
き

出
し
」
を
増
や
し
つ
つ
、
理
論
を
深
め
、
実
践

的
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
授
業
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
。
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津田　仁（Tsuda, Hitoshi）

大阪府立高等学校教諭から大阪府教育委員会指導主事、大阪府立

松原高等学校長を経て、同委員会高等学校課長等を歴任。2013

年より現職。大阪府教育委員会では、府立高校の総合学科の設置、

特色づくり・再編整備計画の策定と実施、義務教育活性化推進方

策の策定、学校評価や種々の学校経営支援事業の企画・実施等に

携わる。共著に『格差をこえる学校づくり』大阪大学出版会。

大阪府教育委員会教育監
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学
校
の
組
織
開
発
を
担
う
構
想
力

大
阪
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
　
木
岡
　
一
明

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
実
践
論

授
業
の
到
達
目
標

1到
達
目
標
を「
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え

方
に
立
ち
、
学
校
組
織
開
発
を
推
進
す
る
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
い
か
に
発
揮
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
知
識
と
実
践

的
な
技
術
を
獲
得
し
、コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン・

ス
キ
ル
を
高
め
る
」
こ
と
に
定
め
、
併
せ
て
修

士
論
文
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
理
論
的
基
礎
を
学
修
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

授
業
の
概
要

2こ
の
科
目
の
テ
ー
マ
と
し
て「
学
校
組
織
開

発
の
理
論
と
実
践
」を
掲
げ
、
木
岡
一
明
編『
ス

テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ　
学
校
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

（
第
一
法
規
、２
０
０
７
）を
テ
キ
ス
ト
に
、（
１
）

学
校
組
織
開
発
の
事
例（
複
数
校
）
を
も
と
に

組
織
開
発
を
促
進
す
る
要
因
の
分
析
を
行
い
、

（
２
）そ
れ
ら
の
諸
要
因
と「
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー｣ 

の
動
き
と
の
関
係
を
考
察
し
、（
３
）要
因
間
の

関
係
構
造
を
踏
ま
え
た
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
進
め

て
い
る
。

そ
の
ゴ
ー
ル
は
、
勤
務
校
の
組
織
開
発
プ
ラ

ン
の
た
た
き
台
づ
く
り
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ（Problem

-based-Learning

）
方

式
に
基
づ
い
て
授
業
内
容
と
勤
務
校
を
リ
ン
ク

さ
せ
、
授
業
で
検
討
し
た
こ
と
を
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
き
る
工
夫
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
学

校
の
置
か
れ
て
い
る
内
外
環
境
の
状
況
に
応
じ

た
効
果
的
な
学
校
組
織
開
発
を
進
め
る
上
で
、

①
ど
こ
に
着
手
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
か
、
②
い

か
な
る
ゴ
ー
ル
見
通
し
が
立
ち
う
る
の
か
、
③

ど
の
よ
う
な
手
順
で
ゴ
ー
ル
へ
と
向
か
う
の

か
、を
自
ら
見
い
だ
し
う
る
よ
う
に
な
る
よ
う
、

論
議
を
焦
点
化
し
て
い
る
。

基
本
的
に
は
、
目
標（
ゴ
ー
ル
）
か
ら
逆
算

的
に
現
状
ま
で
の
ル
ー
ト
を
手
繰
っ
て
い
け
る

よ
う
な「
し
こ
う（
思
考
・
指
向
・
試
行
・
・
・
）」

を
促
し
て
い
る
が
、
受
講
者
か
ら
は
、
た
と
え

ば「
目
標
と
現
状
の
差（
ギ
ャ
ッ
プ
）が
問
題
と

い
う
知
見
」
を
得
て
、「
そ
れ
ま
で
は『
現
状
』

が
見
え
て
い
な
い
か
ら
，
問
題
と
し
て
捉
え
て

い
な
い
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
，
目
標
が
な
い

（
あ
る
い
は
具
体
的
な
姿
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
で

き
て
い
な
い
）
か
ら
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
通
確
認
が
必
要
と
な
る
と
思

う
。」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

方
法
的
に
は
、
事
態
を
多
面
的
に
捉
え
ら
れ

る
よ
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
思
考
を
鍛
え
よ
う
と

し
て
お
り
、
授
業
中
に
も
演
習
を
採
り
入
れ
て

種
々
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
分
析
フ
レ
ー
ム
を
提

供
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
受
講
者

か
ら
は「
ど
の
軸
に
乗
せ
て
い
く
か
で
、
違
っ

た
物
の
見
方
、
考
え
方
が
で
き
る
か
が
大
切
で

あ
り
、
フ
レ
ー
ム
を
共
有
し
な
が
ら
、
議
論
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
で
き
た
。
自
校
の
実

践
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
そ
の
意
識
を
持
っ
て
、

組
織
運
営
で
き
て
い
る
か
、
改
め
て
省
察
し
て

い
き
た
い
。」と
い
っ
た
受
け
止
め
方
が
示
さ
れ

て
い
る
。

組
織
観
と
し
て
は
、
学
校
組
織
を「
柔
ら
か

い
組
織
＝
石
垣
型
組
織
」
と
捉
え
て
説
明
し
て

い
る
。
こ
の
点
で
は
、
た
と
え
ば
、
受
講
者
か

ら
は「
学
校
組
織
を
考
え
た
時
、
石
垣
型
組
織

で
の
隙
間
役
割
は
大
き
い
。
①
専
門
性
や
個
性

の
発
揮
の
相
互
の
絡
ま
せ
方
、
②
で
き
た
隙
間

を
い
か
に
見
つ
け
、
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
か
、

は
、実
践
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、

管
理
職
の
動
き
と
し
て
、
次
の
２
点
は
、
現
場

で
ぜ
ひ
実
践
し
て
い
き
た
い
。
①
管
理
職
自
ら

も
他
の
教
員
と
共
に
教
育
を
つ
か
さ
ど
り
、
日

常
的
に
児
童
生
徒
の
傍
ら
に
居
る
と
い
う
強
み

に
目
を
向
け
、
自
分
の
目
や
耳
に
な
っ
て
く
れ

る
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
情
報
収
集
す
る
。
②

声
に
直
接
耳
を
傾
け
、
実
態
を
見
つ
め
て
、
一

緒
に
な
っ
て
問
題
の
所
在
や
問
題
解
決
の
方
策

を
開
発
す
る
。」と
い
っ
た
捉
え
方
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
実
際
の
事
例
分
析
に
お
い
て
は
、
た

と
え
ば
受
講
者
か
ら
は「
Ｋ
校
長（
山
形
市
Ａ

中
学
校
）のPD

C
A

S

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
、
校

長
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
の
新
た
な
役
割
を
発
見
し

た
。
最
後
の
Ｓ
はShow

の
こ
と
で
、
学
校

で
の
教
育
成
果
を
学
内
外
に
見
せ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
感
じ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
単
位
で
良

い
取
り
組
み
や
活
動
を
し
て
も
、
知
っ
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
成
果
を
見
せ
る
場
合
で
も
、
相

手
に
よ
っ
て
見
せ
方
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
こ
で
も
分
析
力
が
重
要
と
な
る
。」と
い

う
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

20
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い
ず
れ
の
論
点
に
お
い
て
も
、
教
授
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
受
講
者
自
身
の
気
づ
き
を
重
視

し
た
授
業
展
開
を
意
図
し
て
い
る
。

教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
本
的
な
考
え
方

3１
．ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

学
校
は
変
化
し
に
く
い
。
そ
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
を
リ
ス
ク
に
晒
す
ま
い
と
す
る
姿
勢
の
表

れ
と
し
て
理
解
で
き
る
。
学
校
が
変
化
し
な
い

の
は
、
今
の
ほ
う
が
安
全
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
変
化
を
促
す
に
は
、
今

が
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
考
え
た
人
が
、
安
全
な
教
育
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
て
人
々
の
動
き
を
喚
起
し
、
リ
ス
ク

回
避
の
難
し
さ
を
わ
か
り
つ
つ
生
じ
う
る
リ
ス

ク
を
予
見
し
、
そ
の
た
め
の
予
防
措
置
と
リ
ス

ク
発
生
後
の
予
後
措
置
を
講
じ
な
が
ら
危
機
的

事
態
を
乗
り
越
え
て
い
く
。
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー

の
こ
う
し
た
役
割
発
揮
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く

学
校
は「
組
織
」に
成
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
認
識
力
と
行
動
力
を
備
え
た
人

が
三
人
集
ま
っ
て
協
働
し
始
め
る
と
、
実
際
に

学
校
は
変
わ
り
始
め
る
。
チ
ー
ム
と
し
て
お
互

い
の
不
足
を
補
い
つ
つ
、
協
働
的
な
試
み
に
つ

い
て
進
捗
状
況
を
言
い
合
い
、
そ
の
進
展
を
喜

び
、
相
互
に
批
判
し
な
が
ら
も
周
囲
の
人
々
に

試
み
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
そ
れ
が

他
の
人
々
に
反
響
し
、
し
だ
い
に
人
々
を
巻
き

込
ん
で
い
く
。
こ
れ
が
学
校
組
織
開
発
の
展
開

で
あ
る
。
た
だ
し
実
態
を
捉
え
る
に
は
多
面
的

な
見
方
と
新
鮮
な
情
報
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う

し
た
情
報
収
集
に
は
学
校
内
外
を
行
っ
た
り
来

た
り
、
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
得
た
現
場
の
生

情
報
を
も
と
に
、
で
き
そ
う
な
こ
と
を
提
案
し

て
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
補
佐
し
、
校
長
か
ら

の
方
針
を
受
け
て
具
体
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
い

て
職
員
に
提
示
す
る
。こ
う
し
た
ミ
ド
ル・ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
な
動
き
が
学
校
を
動
か
し
て
い
く
。

２
．学
校
に
お
い
て「
協
働
」を
促
す
に
は

組
織
感
情
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
組
織
感
情
に
お
い
て「
危
機
感
」
が

生
じ
て
く
る
な
ら
ば
、
事
態
に
変
化
が
生
じ

る
。
た
だ
し
、
強
す
ぎ
る「
危
機
感
」は
、
人
々

の
目
を
未
来
に
で
は
な
く
現
在
に
縛
り
付
け
、

動
き
を
硬
直
さ
せ
る
。
自
分
一
人
で
は
立
ち
向

か
え
な
い
け
れ
ど
も
、
い
っ
し
ょ
に
動
い
て
く

れ
る
誰
か
が
い
る
と
い
う
仲
間
の
存
在
は
大
き

い
。
つ
ま
り
、「
危
機
感
」に
は
程
よ
い「
安
心

感
」が
伴
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の「
安

心
感
」
を
醸
成
し
動
き
が
持
続
す
る
に
は
、
自

己
肯
定
感
や
成
功
の
確
信
・
見
通
し
、
確
か
な

支
援
の
実
感
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
感
情
が
必
要
で

あ
る
。

事
態
の
変
化
を
加
速
さ
せ
る
の
は
、こ
の「
危

機
感
」
と「
安
心
感
」
の
強
度
で
あ
る
が
、
変

化
を
加
勢
さ
せ
る
の
は
、「
緊
張
感
」と「
効
力

感
」で
あ
る
。「
緊
張
感
」だ
け
で
は
硬
直
し
て

し
ま
っ
て
指
示
待
ち
姿
勢
が
強
く
な
る
。
自
律

的
な
判
断
が
機
能
す
る
の
は
、
一
定
の
成
果
や

手
応
え
を
実
感
し
て
心
に
余
裕
が
で
き
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
る
。
学
校
で
は
ひ
た
す
ら
向

上
を
目
指
し
て
努
力
し
続
け
る
し
か
な
い
目
標

（
向
上
目
標
）を
掲
げ
が
ち
で
あ
る
。そ
れ
で
は
、

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
達
成
感
が
得
ら
れ
ず
に
疲

れ
て
い
く
。
達
成
目
標
を
も
と
に
取
組
の
具
体

化
や
明
確
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。こ

う
し
た
変
化
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
く
に

は
、
同
調
す
る
人
々
が
し
だ
い
に
増
え
て
い
く

（
共
鳴
・
共
感
）こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
波
紋
が

広
が
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
校
長
、
教
頭
、
さ

ら
に
は
ミ
ド
ル
層
や
事
務
職
員
へ
と「
志
」
が

伝
播
し
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で

変
化
が
促
さ
れ
、
全
体
の
動
き
へ
と
発
展
し
て

い
く
。一
斉
に
一
律
に
動
き
出
そ
う
と
す
る
と
、

人
々
の
足
並
み
を
揃
え
る
の
が
難
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
で
き
る
と
き

に
、
で
き
る
人
が
少
し
ず
つ
動
き
始
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
し
だ
い
に
そ
の
動
き
に
周
囲

の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
変
化
が
次
元
を
超
え
て
広
が
っ

て
い
く
に
は
、
た
と
え
ば「
学
校
評
価
」を「
監

視
の
道
具
」か
ら「
対
話
の
道
具
」へ
、
と
い
っ

た
よ
う
に
、
認
識
を
発
展
的
に（
プ
ラ
ス
思
考

的
に
）一
変
さ
せ
る「
観
の
転
換
」が
必
要
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ス
に
眼
を
向
け
る
と
元
気
が
萎
え

る
。
長
所
を
足
が
か
り
に
、
よ
さ
を
活
か
す
方

向
で
取
組
を
進
め
て「
効
力
感
」を
高
め
つ
つ
、

蓄
え
ら
れ
た
元
気
や
勇
気
を
バ
ネ
に
し
て
、
マ

イ
ナ
ス
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
順
序

が
、
意
欲
や
努
力
を
長
続
き
さ
せ
る
。
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■�スクールリーダー・コース（SLC）関係の修士論文題目�■

高木　浩志＊  2003 中学校英語科教育と国際交流学習に関する研究 ―グローバルコミュ
ニケーション能力の育成に向けて

落合千佐子＊  2004 グローバル教育の目標論・カリキュラム論の実践的考察―大津和子
の理論を軸に

矢野　玲子＊  2004 公立小学校における英語教育の理論と実践―松川禮子の所論を中心に
西本　厚江＊  2006 看護基礎教育における卒業時到達度評価の実践的研究
深川　八郎＊  2006 授業評価のシステム化と運営―大阪の「授業システム」研究推進校の

実践をとおして
森　　　均＊  2006 校長の人事異動に関する実証的研究―大阪府立高校 30 年間を事例

として
米田あき子＊  2006 小学校と児童養護施設の連携
吹田　淳一＊  2007 学校評価の実施・改善に関する実践的研究―高等学校の事例に基づ

いて
末吉　正典＊  2007 学校と地域の連携に関する事例的研究―先進三校と堺市立浜寺小学

校を中心に
溝尻　直希＊  2007 学校選択制度による公立学校改革の可能性―教育ガバナンスの再構

築をめざして
磯島　秀樹＊  2008 学校評価の実践に関する事例研究―「学校教育自己診断」の実践的展開
山中　矢展＊  2008 特別支援学校におけるミドルリーダーの役割と行動―首席の職務内

容調査を通して
小川　　潔  2008 視聴障害教育における専門性継承のための方策―ハンドブックと校

内研修プログラムの開発
西川　隆彰＊  2009 校長のリーダー行動に関する事例的研究―ミンツバーグ『マネジャー

の仕事』を手がかりに
荊木まき子  2009 学校児童・生徒支援体制構築の現状とその展望 ―スクールカウンセ

ラーの視点からの一考察
井出　一志  2010 シュタイナー教育の公教育における実践にかかわる一考察―「畏敬

の念」につながる教師像・子ども像を手がかりにして
廣瀬よし子＊  2010 学校と地域の連携を深めるスクールマネジメント―櫟本小学校の実

践をとおして
大西　義浩＊  2011 専門高校生の進路意識の形成に関する実証的研究
梶本　佳照  2011 「学校情報化」を促進するためのマネジメントパッケージの開発―２

つの学校における活用をとおした有効性の検証
橋本　剛幸  2011 生涯スポーツにつながる小学校、中学校、高等学校の体育カリキュ

ラムの研究―スポーツの楽しさを重視した授業を目指して
中尾　順子  2011 新たな視点を獲得する「読み」の授業に関する探索的研究
小山　将史  2012 生徒自らが家庭内外の学習環境を構築する力を育てる実践研究―ハ

ンドブックを活用した高校での授業デザイン
浜崎　仁子＊  2012 「教職員の評価・育成システム」の政策と実践―同僚性・協動性を生

かした学校経営
西川　　潔＊  2012 内発的改善力を基礎とした学校組織改革―統制化と協働化の共存を

基軸に
深野　康久＊  2013 教育政策の展開と継続的学校改革における校長の役割－大阪府立Ａ

高校における 10 年間の改革実践を事例に－
福山恵美子＊  2013 知的障がい特別支援学校におけるティーム・ティーチングに関する

実践的研究―授業分析と AT の支援に焦点をあてて―
山下　真澄  2013 教育活動ができる動物飼育員の養成に関する研究―動物ガイド実習

の評価開発と教育効果について―
赤石美保子＊、文田英之＊、松山康成、高元伊智郎＊、中田淳子、2014（予定）

（注）数字は年度、＊は大脇が指導、『学校教育論集』（2005 ～現在）参照

■�スクールリーダー・プロジェクト（SLP）研究報告書一覧�■
 （＊は関係報告書）

Ａ．スクールリーダー・フォーラム報告書（SLF）
スクールリーダー・フォーラム事務局編、大阪教育大学・大阪府教
育委員会・大阪市教育委員会合同プロジェクト（大阪市は 2009 年
から参加）

・第１回『学校教育自己診断を実践する―学校を開く試み』2003.3、105p.
・第２回『学校を開く、学校を診断する―学校協議会と学校教育自己診断を連関させて』

2003.11、140p.
・第３回『スクールリーダー養成の必要性と可能性―専門職大学院づくりを軸に』

2004.3、160p.
・第４回『授業評価の理論・政策・実践―授業改革のために』2005.2、132p.
・第５回『リーダー層教員の力量形成―量的確保と質的向上』2005.11、100p.
・第６回『スクールリーダーの学習拠点づくり―大学と教育委員会のコラボレーション』

2007.2、160p.
・第７回『学校課題への挑戦―経営革新プロジェクトの取り組み』2008.3、118p.
・第８回『学校の自己革新と支援体制―学校革新プロジェクト 2008』2009.2、96p.

・第９回『豊かな学校評価を求めて―自己評価と学校関係者評価』2009.11、108p.
・第 10 回『スクールリーダーの実践力育成―ケースメソッド学習入門』2011.3、130p.
・第 11 回『次世代スクールリーダーの育成』2011.11、108p.
・第 12 回『スクールリーダーの学びの場―理論知と実践知の対話』2012.11、126p.
・第 13 回『学校づくり実践を物語る―大学・学校・教育委員会のコラボレーション』

2013.11、149p.

Ｂ．学校評価実証校支援プロジェクト（SRP）
大阪府教育委員会・大阪教育大学合同プロジェクト

・『学校評価実証校支援事業報告会資料 2004』2005.3. 『2005』2006.2. 
・『学校教育自己診断ハンドブック―活用の手引き―』（平成 17 年度大阪府教育委員会委

託事業「学校評価実証校支援プロジェクト」）大阪教育大学、2006.3.

Ｃ. 大学・教育委員会連携授業『大阪の学校づくり』
大阪教育大学スクールリーダー・プロジェクト編集・発行

・『大阪の学校づくり 2005―夜間大学院の授業実践』2006.3、102p.
・『2006』2007.3、92p. 『2007』2008.3、90p. 『2008』2009.3、83p.
・『2009』2010.3、72p. 『2010』2011.3、68p. 『2011/2012』2013.3、77p.

Ｄ．スクールリーダー・セミナー（SLS）＊
・スクールリーダー・セミナー 2004 事務局編、大阪教育大学スクールリーダー・プロジェ

クト
 『学校づくりの思想と技術―学校評価を軸に』2004.8、134p.
 『学習するスクールリーダー―学校の組織づくりを軸に』2005.3、129p.
・スクールリーダーシップ講座（大阪）『学校づくりの理念と技術』広域大学間教員養成・

研修コンソーシアム：筑波大学・大阪教育大学・千葉大学・東京学芸大学、2006 年
5 月～ 8 月＊

・スクールリーダー・セミナー 2010  大阪教育大学・大阪府教育委員会・大阪市教育委
員会合同プロジェクト『スクールリーダーの実践力育成』

・スクールリーダー・セミナー 2011  大阪教育大学・大阪府教育委員会・大阪市教育委
員会合同プロジェクト

・プレ・フォーラム（SLF12） 2012.8. プレ・フォーラム（SLF13） 2013.8.

E ．『スクールリーダー研究―教師の学習コミュニティ』＊
スクールリーダー研究会、第 1号～第 4号、2010 ～ 2013.

F ．単行本・雑誌連載など＊

・『学校評価を共に創る―学校・教委・大学のコラボレーション』学事出版（編著）、2003
・連載：スクールリーダー教育の構築―学習機会とプログラム、『教職研修』教育開発研

究所、2006 年度
・連載：スクールリーダー教育の実践―カリキュラム開発と授業づくり、『教職研修』教

育開発研究所、2007 年度
・連載：スクールリーダー養成の教職大学院、『教職研修』教育開発研究所、2008 ～

2009 年度
・連載：大学と教育委員会のパートナーシップ、『教職研修』教育開発研究所、2009 ～

2010 年度
・連載：行動派校長の学校マネジメント、『月刊高校教育』学事出版、2007 年度
・連載：学校革新への道―普通高校の組織マネジメント、『月刊高校教育』学事出版、

2008 年度
・連載：ケースメソッド研究事始め―新たなスクールリーダー育成法、『月刊高校教育』

学事出版、2011 年度
・連載：新時代のスクールリーダー、『月刊高校教育』学事出版、2012 年度
・連載：学習するスクールリーダー、『月刊高校教育』学事出版、2013 年度
・連載：スクールリーダーの学校づくり、『月刊高校教育』学事出版、2014 年度
・連載：校長力を高める、『悠 haruka』ぎょうせい、2006 年度
・連載：教育改革最前線：政策動向と実践課題、『悠＋』ぎょうせい、2007 ～ 2008 年度
・教師のための学習コミュニティ―夜間大学院で学ぶ、2007.1、24p.
・教師の学習コミュニティ―進化する夜間大学院、2008.3、20p.
・スクールリーダー・プロジェクトの展開―大学と教育委員会のパートナーシップ、

SLP、2009.3、24p. 
・教師の学習コミュニティを創る―夜間大学院のスクールリーダー教育、SLC、2010.3、

24p.
・スクールリーダー・フォーラムの展開―大学・学校・教育委員会のコラボレーション、

SLF、2010.10、8p.
・教師の学習コミュニティの展開―学習するスクールリーダー、SLC、2011.3、16p.
・スクールリーダー・フォーラムの挑戦―大学・学校・教育委員会のコラボレーション、

SLF、2011.10、16p.
・ひらく 教師の学習コミュニティ―夜間大学院のスクールリーダー教育、SLC、

2012.3、24p.
・ケースメソッド入門―スクールリーダーの協同学習、SLP、2102.3、16p.
・スクールリーダーの学習コミュニティ―大学・学校・教育委員会のコラボレーション、

SLF、2012.10、24p.  
・スクールリーダーの学校づくり―理論知と実践知の対話、SLF、2013.10、32p.
・つなぐ 教師の学習コミュニティ―夜間大学院のスクールリーダー教育、SLC、

2014.3、28p.

資料　SLC修士論文題目、SLP報告書一覧
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私の大学院生活、そして学び続ける私へ
実践学校教育専攻スクールリーダー・コース　深野　康久

学校観察の昼間

朝 8 時、大学案内やパンフレット類約 10 kg、それにノー
トと参考書とパソコンを鞄に入れて家を出る。退職後、大
学の広報の仕事に再就職した私は、高等学校をまわり、学
生募集のためのいわば営業活動をしていました。

訪ねた高校では、不審者と思われない程度に、迷ったふ
りをして校内を歩き、生徒に話しかけ、学校を観察しました。
校長室は避けたのですが、私を見つけた校長先生は招き入
れて学校の様子を語ってくれました。マスコミに話題となっ
た学校にも行きましたが、報道とは全く違いました。学校
は頑張っています。それぞれの学校が個性をもち、生徒と
教員とが個性を磨きあっています。しかし、どの学校でも
時間に追われたゆとりのない教員と生徒の姿があったこと
が気がかりです。

中身を観ずに思い込みで学校を批判する風潮や、矢継ぎ
早に出る改革施策に対して、頑張っている学校を語りたい、
自分自身の学校経営を見直したい、それが大学院入学の動
機でした。大学広報の仕事は、私の学校観察の実践でもあ
りました。

理論知修得の夜間

駅から離れた学校もあります。運転が苦手な私は多くは
徒歩で、荷物を持っての往復は辛い労働でした。熱中症に
注意するよう大学院仲間の看護師さんが水分補給剤をくれ
ました。鞄がさらに重くなるのですが、すごく安心でした。
学校では放課後は嫌がられるので、４時ごろには天王寺に
帰ってきます。授業が始まるまで、喫茶店でパソコンを出
し勉強です。少しでも進めておこうと思うのですが、大概
ウトウトしていました。

現職教員院生は責任ある仕事をした上での夜の学びです。
キャンパスには小学校課程の夜間大学生もいます。学生た
ちは夜に会っても「おはよう」と挨拶します。定時制・通信
制高校の校長時代、夜の「おはよう」は定時制文化だと知り
ました。さすがに大学院では「おはよう」は言いにくいです
が、夜間の学びに苦労しながら集う仲間の心意気だと思い

ます。
私は、学校は疲れていると思っていました。しかし、大

学院での学びや学校訪問から、希望や力を多く感じました。
うまく発揮されていないだけです。大学院での理論知と実
践知との対話は学校活性化のエネルギーになります。こう
した学びが今後益々重要です。

修士論文に向かう

２回生で修士論文作成が本格的に始まりました。仕事が
変わり、足の痛みは消えましたが、新組織を立ち上げる仕
事で、時間不足に変わりはありません。その中でも毎週の
ゼミに必ず１枚でも原稿を出すことにしました。リーダー
はいろいろなことに直面します。苦しくても一度退いたら
仲間はついてきてくれません。前を向いている間は、誰か
が支えてくれます。現職真っ盛りの仲間に比べてゆとりの
ある自分が引くわけにはいかない、そんな気持ちでした。
時々は大学院の先輩が励ましのメールをくれました。お互
いの気遣いと個人の頑張りが夜間大学院の真骨頂です。

そして、修士論文を書き終えました。学校改革における
校長の役割がテーマです。校長時代に感じていたことや言
いたかったことが形を変えてはいますが、ほぼ含まれてい
ます。

私は入学時、「定年退職後の再出発ではなく、新しい出発」
と書きました。では、これからの私はどうなるのか。たぶ
ん前線には戻れないでしょうから、もうしばらく、理論知
と実践知の対話を学びたいと思っています。ただし、自己
紹介では「元校長」はやめて、「大学院修了生」と言うことに
します。
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深野　康久（Fukano, Yasuhisa）

大阪府立高校で 18年間の教諭生活の後、大阪府教育委員会事務局指

導主事。入試と研修以外のタフな仕事はほとんど経験した。2001 年

から府立高校３校の校長を勤めて、定年退職。帝塚山学院大学アドミッ

ションセンター勤務を経て、現職。

帝塚山学院大学教職支援室長・特任教授



Educational Leadership Program

ひたすら走りぬけるだけではサビシイ

大学卒業後、通信教育で小 2 級免許状を取得し、翌年念
願の養護学校へ採用された。しかし、6 年間教職を経験し
た後、退職。平成元年に講師として勤務するうちにやはり
養護学校の教員になることをあきらめきれず、肢体不自由
校で講師として勤務していた際に、自立活動（肢体不自由）
教員免許を取得。養護・訓練教諭の採用試験を受験し、平
成 7 年 12 月に養護・訓練教諭として、正式採用。その後、
様々な障害のある子どもと出会い、障害について、また障
害児教育についてもっと学びたいという気持ちが湧き上が
り、聾学校教員免許、自立活動（聴覚障害）教員免許、言語
聴覚士の資格を取得してきた。振り返ると、そこには“馬車
馬のごとくひたすら走りぬけてきた”自分がいた。

チャンスを活かす

私は現在、副校長（教頭職）として特別支援学校に勤務し
ている。教頭職は管理職であるが、児童生徒の教育を担当
している教員に近い立場であるとともに、色々な角度から
客観的に学校現場を捉えることができる立場にある。本校
は保護者との連携を始め、教職員が組織として動けるよう
な組織づくりなど様々な課題を抱えており、これらの学校
課題に日々取り組んでいる。しかし、ふとこのままで良い
のかと考えることが多くなった。何かが足りないのである。
そんな時、附属校勤務でもあったため夜間大学院・実践学
校教育専攻が身近に感じられた。自分は大胆な所があり「な
るようになる」という思いと、この物足りなさをきっと「充
足してくれる」という期待から、夜間大学院の扉を思い切っ
てノックした。

夜間大学院での学び

夜間大学院では、様々な立場の方々が学んでいる。この
ことは自分にとって、とても刺激になった。1 年目は講義
を聴いている自分、周りには仲間たち、そしてレポートや
試験に四苦八苦している自分がいた。何十年も昔に戻った
ような懐かしい気分になった。決して楽しいことばかりで

はなかったが、これが明日への活力となった。そして 2 年目、
修論の取りかかりが遅く、スタートは最悪であった。しかし、
指導教員の大脇教授が丁寧にそして根気強く指導して下さ
り、また、ゼミの仲間と刺激し合って、修論を頑張って仕
上げることができた。

修論のテーマを決めるまでが苦しかったことをよく覚え
ている。論稿を読み、まとめ、それに対して、自分なりに
考察し意見を述べることを繰り返した。読みぬく、考察する、
という点が自分はとても弱いことがよくわかり劣等感にさ
いなまされた。しかしその都度、大脇教授は、「井戸を掘る
ようなものだ」と言われ、的確なアドバイスをして下さった。
ああでもない、こうでもない、本を探し、論稿をインターネッ
トで検索し、求めているものが見つかった時は本当にうれ
しかった。

研究を進めるに当たっては、当然研究協力者が必要不可
欠であるが、幸い関係者の皆さんは、快諾して下さり、本
当に有り難かった。また、本校の金森裕治校長はどんな時
も私の学びを支えて下さった。物理的なことはもちろん、
気持ちが不安定になった時などもずいぶん助けられた。心
から感謝している。時間的な制約がある教頭職が夜間大学
院で学ぶことは厳しいが、周りの方々の協力と理解があっ
てこそ、初めて実現するのである。このことを痛いほど経
験した 2 年間であった。

終わってみればあっという間であったが、この学びで得
たことを忘れず、今後に繋いでいきたいと強く思っている。

夜間大学院の学びは“自分探しの旅”
実践学校教育専攻スクールリーダー・コース　福山　恵美子
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福山　恵美子（Fukuyama, Emiko）

養護学校（知的、肢体不自由）、聾学校で勤務。この間、大阪府から

大阪教育大学に内地留学生として派遣され、1年間、教育、医療、福

祉の連携について研究する。言語聴覚士。平成 21年度から大阪府立

堺聴覚支援学校教頭。平成 23年度より現職。修論は「知的障がい特

別支援学校におけるティーム・ティーチングに関する実践的研究―

授業分析と ATの支援に焦点をあてて―」。生涯発達研究会発行『発

達人間学研究』第 9巻第 1号、2003 の中で「知的障害教育の歴史」

を担当執筆。

大阪教育大学附属特別支援学校副校長
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スクールリーダーの「学び」とは

「教師は学び続けなければならない」と言われている。そ
の理由は言うまでもない。グローバル化、情報化が進み、
価値観や家族の在り方に社会的変化がみられるようになっ
た。それに伴い保護者・地域からの教育へのニーズや学校
への期待は多様化し、いじめや不登校、暴力行為、学力や
体力及び規範意識の低下が懸念されている。また、教職員
の育成に伴う課題が顕在化し、かつて自分が子どもの時代
に先生から学んだ教育の方法や教員免許取得時の大学での
学びがそのままでは活かせなくなっている。しかし、私た
ち教師は、どんなに激しく社会が変化しようとも、子ども
たちに対し教育の「可塑性」と「普遍性」の両側面から教育を
行わなければならないという責任がある。単に話を聴いた
り、書物を読んだりといった経験を重ねる「学び」では済ま
なくなった時代の風を感じ、大阪教育大学大学院 実践学校
教育専攻への入学を決意した。

大学院の学びの利点は、現職に就きながら広い視野に立っ
て精深な学問を修め、専門分野における理論と応用の研究
能力及び教育実践の場における教育研究の推進者として能
力を高めていくことにある。この 1 年間の学びを通じて、「教
師の学び」には「何を学ぶのか」「なぜ学ぶのか」という目的
意識を持って学ぶことが大切であることを改めて実感した。

「学び」の中で学んだもの

校長に求められる主な能力は、「組織マネジメント力」と
「リーダーシップ」である。しかし、その責務は、教育界を
めぐる激しい社会的環境の変化と多様化した価値観の中、
目の前の課題解決に追われ、それらの機能を果たすべき十
分な実践に至りにくい。では、どのようにすれば校長とし
ての職責が果たせるのか。私は、その一助として校長とし
ての「指標」を持つことであると考える。

大学院では、「実践教育学特論」をはじめ、「学校マネジメ
ント学」「大阪の学校づくり」「教育プロジェクト研究」など、
教育実践の理論的基盤を確立するための科目や、子どもの
心理や行動など心理学や生徒指導の側面から考える科目、
インターンシップなどを通じて実践的能力の形成に関する
科目など、多領域にわたって多数設定されている。この広
領域多選択型のシステムによって、等身大の自分と向き合

うことができ、省察し、「教育とは何か」という本質を探る
ことができた。それぞれの学びのプロセスを通して、経営
者として、人材育成の指導者としての「指標」を見出し、将
来に備えるべき力を獲得することができるものと考えてい
る。校長は、学校運営において高い教育理念を持って実践
していくのは言うまでもない。しかし今後は、これまでの
経験知と実践知のみで職責を果たすには厳しい時代だと考
える。大阪教育大学大学院 実践学校教育専攻の学びは、現
職に就きながら理論を学び、実践知と理論知を往還させる
ことにある。この教師の学習コミュニティの創造こそが「教
師の学び」であり、今後の教育の基盤になると考えている。
また、それぞれの分野において著名な教授や講師陣から直
に学ぶことができるのも大きな魅力である。

「教師」という自覚を持って

中国、前漢の学者戴聖が編纂した「礼記」に「教学相長ず」
という言葉がある。これは、私が大学院の学びの中で尊敬
する師から教わった大切にしている言葉の一つである。「教
学相長ず」とは、「人に教えることと師から学ぶこととは相
補い合うもので、両方を経験してはじめて学業も向上する。」
という意味である。教育を通じて子どもの成長を図るため
には、まず教師が時代に合った成長をしなければならない。
また、子どもの自尊感情を高めるためには、まず教師が自
尊感情を高めなければならない。私は、教育の実践者とし
て、また研究者として、これからも先達の知見を謙虚に学び、
自己の確立を図っていきたい。

スクールリーダーの学びを大切にしたい
実践学校教育専攻スクールリーダー・コース　赤石　美保子
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赤石　美保子（Akaishi, Mihoko）

1992（H4）年兵庫県伊丹市に採用後、1995（H7）年大阪市に転勤。
大阪市立小学校 2校に勤務。2001（H13）年アメリカへ海外派遣。
2007（H19）年大阪市教育委員会事務局総務部企画担当の初代指導
主事として、大阪市教育振興基本計画の策定や学校評価システムの構
築などに携わる。2009（H21）年文部科学省の職員として学校評価
第三者評価委員を兼務。2011（H23）年大阪市教育センターの主任
指導主事として、管理職研修やマネジメント研修などを担当。2012
（H24）年教務部教職員人事担当が所管する資質向上推進事業・教員
復職支援事業などを担当し、現在に至る。

大阪市教育センター主任指導主事
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「学びなおし」を強く欲してチャレンジャ－に

平成 21 年度「大阪教育大学大学院・実践学校教育専攻」
の合格通知をいただいたが、その当時の校長としての勤務
校の非常に厳しい状況から、やむなく入学を辞退した。そ
の間、校長として、全力で学校経営にあたり、教職員との
協働の結果、前任校は落ち着きを取り戻し、見違えるよう
な学校になった。その後転勤し、現任校も当初に比べて学
校改善が急速に進み、教職員と生徒、保護者・地域との協
働で、多くの取り組みが成果をあげ、学校力も高まった。
その間も校長として、学校経営にあたっては、学校現場を
取り巻く急激な変化の中で、今日的な新たな教育課題の解
決に取り組むために、実践を生かしたより深い研究と自己
の資質向上の必要性を感じていた。

このように長年「大学院で学びたい」という気持ちを持っ
ていたが、今しかそのチャンスはないと思い、再度受験し、
その機会を与えていただいた。大学院での「学び」では、今
までの実践を理論的に捉え直すこと、そして、理論として
学んだことを実践として学校経営に還元していくことを一
番の目的とした。

「学び」の途中での新たな発見と実践

大学院での学習は、実際の勤務との関係、校長としての
外部の仕事、とりわけ社会科の全国大会事務局長としての
膨大な仕事量に忙殺されて、講義への参加がやっとの状況
だった。当初、各講義の課題・レポ－トをこなすことに汲々
としていたが、平日は出勤前の早朝中心、土日はできるだ
け集中して、時間確保して大学院での「学び」に取り組んだ。
徐々にペ－スを掴み出したが、だんだんと学習のハ－ドル
が高くなり、まるで「無酸素呼吸状態で、短距離走を繰返し
ている状態」の連続であった。本当に鍛えられた。

しかし、そのような中で、各講義の奥深さ、実習・ワ－
クなどを通じて「学び」の楽しさ・新鮮さが実感できるよう
になり、少し余裕も感じられることもあった。現在もその
ハ－ドルは一層高くなっているが、大学院に入学して、教
える立場でなく教わる立場・学ぶ者として、大脇教授をは
じめとした多くの師、多様な経験を持つ学友との出会いと
交流は自分にとっての「財産」になっている。特に、実践を
土台に大学院での「学び」の中で、多くの学友と論議し、共
に研究・ワ－クを重ねることは、「新たな発見と気づき」が

あった。
校長として、学校現場で教職員と接する関係とは違う、

新鮮で刺激を受ける感覚で、自分自身を再活性化し、謙虚
に「学ぶこと・学び合うこと」を体感させてくれている。

この一年を省察すると、学校経営に対して、今までと違っ
た感覚で新鮮に、客観的・理論的に、冷静に分析・検討し
ている自分自身がいることを実感している。そして、大学
院での「学び」を学校経営に具体的に還元し、実践している
ことが多数あり、その成果は例年とは違う形で着実に結実
している。

「学び」の先に創造しチャレンジしたいこと

長期履修生として大学院での「学び」に取り組んでいるが、
当面は「修士論文」への取り組みを第一にしている。テ－マ
は「未来の学校のグランドデザインの創造と策定」である。
校長としての今までの実践の経験から、自分自身として考
えられる「理想の学校とは」を想定しているが、現段階では
完全に「森の中を彷徨っている状態」である。

今まで、大抵の逆境を克服してきた経験と自信があるの
で、これから一年「もがき苦しみながらも、やがて完結する
自分自身」を考える。そのためには今までの経験知だけにと
らわれず、新たな理論知・研究知が必要で、自分自身の価
値観とフレ－ムをどれだけ広げられるかが大切である。「研
究とはどのようなものであるか」を教わりながら、当初の大
学院での「学び」の目的を達成しようと決意している。「自
分自身の変革」は楽しみであり、期待している。

学校経営という観点、そして何よりも「生徒のために」と
いう教育の原点を実践者として研究者として、生涯取り組
んでいきたい。そのための土台づくりを考えている。「欲張
り感」がすぎるが、そんな「夢」を見させてくれる夜間大学
院での「学び」は「魅力的」である。

新たな「学び」を求めて創造へのチャレンジ
実践学校教育専攻スクールリーダー・コ－ス　文田　英之
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文田　英之（Fumita, Hideyuki）

農林水産省勤務後、昭和 59年大阪市に採用、社会科教諭として 15

年。平成 11年教頭となり、３校 8年勤務。平成 16年アメリカの危

機管理ライセンス（CPI）取得。平成 17年中国へ海外派遣。平成 19

年校長となり、現在 2校７年勤務。平成 25年度全国中学校社会科教

育研究大会大阪大会・事務局長を勤める。

大阪市立本庄中学校校長
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大学院と仕事の両立

現職の小学校教員として夜間大学院で学んで１年、仕事

と学業の両立は様々な課題に追われ、多忙を極めている。

だが、大学院での学びを学級の子どもとの関わりの中で活

かし、また、日常の子どもたちや自らの指導の中で感じる

問題を持って、大学院の授業に向き合うことができるので、

多忙感以上に充実感を感じている。日々の理論と実践の往

還が可能となり、教育実践の取り組みも深まっていると思

う。

実践学校教育専攻には現職教諭だけでなく、校長・教頭、

教育委員会指導主事などが在学されており、教員経験年数

が浅い私にはすぐれた学友とのつながりができている。

本専攻の教授スタッフは実務家教員が少なく、研究者教

員に恵まれている。専門性が高い研究と出会い、実践者と

研究者の二つの観点から研究を進めることができる。実践

者としての現職教員院生と研究者としての大学の先生との

相互の敬慕が、本専攻の学びを支えている。

多彩なエビデンスとの出会い

夜間大学院では学術機関として有する様々な論文・報告・

資料などのエビデンスと出会うことができる。授業では学

会誌・大学紀要の学術論文が用いられ、講読法を学びなが

ら研究内容・実践展開について研究協議していく。これま

で触れることができなかった論文なども、大学のネット環

境を通せば Cinii 等の有料の論文を読むことができ、図書

館では学会誌等を読むことができる。また授業を通して多

数の書籍に触れることで、研究や実践の動向や課題に触れ

て、教育実践を多角的に進めることができる。

私の研究テーマは子ども同士の対立やもめごとの臨床的

研究である。これは教育心理学の分野と捉えていたが、発

達心理学や教育社会学などの知見が含まれていた。この視

野の広がりから得られるたくさんの知見やエビデンスを、

学校現場の実践で活かしていくことができている。

現職教員と研究者の協働

大学院での学びを現場で活かす際や、エビデンスベース
トの実践を行っていく際に課題となるのは、同僚教員との
知識の共有が難しいことである。原著論文等を参考に実践
をしていく場合、そこに記述されている用語や統計などを
読み深めることが重要となり、専門的な知識が必要である。
現場の教員と研究者を隔てているのは、共有できる言語が
少ないことである。どれだけ専門性の高い、課題に見合っ
たエビデンスが示された実践でも、その知識や情報を共有
することが難しければ、導入し実践していくことも難しい。

これから学際的な実践を行っていくためには、現場の教
員と研究者の両者がそれぞれの専門性を尊重しながら、協
働の場を設けて歩み寄っていくことが大切であろう。例え
ば、研究者の学校現場でのフィールドワークや、大学によ
る現職教員対象の研究会・学習会の開催である。スクール
リーダー・フォーラムは、教員、学校長、指導主事、研究
者が一堂に会し、議論する機会である。これは、両者の距
離を縮め、教員の学際的実践意識と専門性を高める契機と
なる。夜間大学院への進学を意識することにもなる。

今回、私は休職せずに大学院に通うことを決めた。現職
教員の大学院通学は時間的制約が多く、入学前周りの方から 

「忙しくて研究が深まらないのではないか」「仕事が中途半端
になってしまうのではないか」など危惧された。私自身もこ
のことを心配していたが、学びながら実践できる、実践を
省察できるという双方向的な学びを日々行っている。それ
は教育実践者として非常に有意義なことだと実感している。

理論知と対話する現職教員の学び
実践学校教育専攻スクールリーダー・コース　松山　康成
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松山　康成（Matsuyama, Yasunari）

平成21年、大阪府の小学校教諭に採用。初任時より子ども同士によ

るもめごと解決プログラム（ピア・メディエーション）の実践研究に

取り組む。「ピア・メディエーションに取り組んで」で平成21年度寝

屋川市教育実践文最優秀賞受賞。日本ピア・サポート学会認定ピア・

トレーナー。修士論文では、学校・学級のいじめ防止を目指した、ピア・

メディエーションプログラムを用いた仲裁者育成プログラムの開発と

その有効性について実践的な研究を進めている。

寝屋川市立東小学校教諭
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夜間大学院のスクールリーダー教育

大阪教育大学大学院・実践学校教育専攻 スクールリーダー・コース（SLC）
　　　　slp0303@cc.osaka-kyoiku.ac.jpE-mail HOME PAGE http://www.osaka-kyoiku.ac.jp
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夜間大学院のスクールリーダー教育は、教職員と院生が協同してスクールリーダーの学習コミュニティを創り出す試みです。授業実践、研究活動、修士
論文作成は、理論知と実践知の対話を基軸に展開してきました。この取り組みは、大学・学校・教育委員会の連携協力に支えられています。関係機関
に属する教職員の方々のご協力とご支援に厚くお礼申し上げます。この冊子は大学改革強化推進事業経費によるものです。

お 礼
夜間大学院で

「働きながら学ぶ」
スクールリーダーに
敬意を表します。

教師の学習コミュニティ
つなぐ

・スクールリーダーの学びの場

・理論知・実践知の対話

・実践者と研究者の協働

スクールリーダーが集う時空間

スクールリーダー・フォーラム

夜間大学院ブリッジ方式

Developing Educational Leadership
in the Professional Learning Community of Teachers

School Leader Course

SLE2010

教師の学習コミュニティを創る教師の学習コミュニティを創る教師の学習コミュニティを創る

大阪教育大学大学院　実践学校教育専攻
スクールリーダー・コース（SLC）

E-mail:nibu@bur.osaka-kyoiku.ac.jp
http://www.osaka-kyoiku.ac.jp 

― 夜間大学院のスクールリーダー教育 ―

１ スクールリーダーの「学びの場」を創る
２ 学校づくりの理論と実践を統一する
３ 学校を舵取りする能力を育成する
４ 第一線のスクールリーダーが学び高め合う
５ 大学・学校・教育委員会のコラボレーション

スクールリーダーコース（SLC）の

理念と特徴

スクールリーダー・フォーラムの挑戦

フォーラムの理念 フォーラムの概要

スクールリーダー・フォーラム事務局
大阪教育大学 天王寺キャンパス　　E-mail：slp0303@cc.osaka-kyoiku.ac.jp

❶ スクールリーダーの「学びの場」を創る
❷ 学校づくりを専門的立場から支援する
❸ 学校づくりの理論・政策・実践を

総合的に検討する
❹ 実践者・政策担当者・研究者が

現実に即して研究交流する

❶ 9 年間で 10 回（今回で 11 回）のフォーラム開催

❷ 講演・報告者 121 名、参加者 978 名

❸ 報告書 10 冊、総頁数 1,262 頁、
10,000 部配布

❹ 大学・学校・教育委員会のコラボレーション

■お礼■ スクールリーダー・フォーラムの企画運営、実施にあたって、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、大阪府下市町村教育委員会、学校教職員、
 大学教職員、大阪教育大学事務局に所属する多くの方々から多大なご協力とご支援をいただきました。ここに記して深甚の感謝を申し上げます。

― 大学・学校・教育委員会のコラボレーション ―
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スクールリーダー・コース（SLC）の理念と特徴

夜間大学院・実践学校教育専攻 検 索

大阪教育大学大学院・実践学校教育専攻　スクールリーダー・コース（SLC）
E-mail: nibu@bur.osaka-kyoiku.ac.jp
http://www.osaka-kyoiku.ac.jp

夜間大学院で
「働きながら学ぶ」
スクールリーダーに
敬意を表します

スクールリーダーの「学びの場」
学校づくりの理論知と実践知の対話
学校をかじ取りする能力の育成
スクールリーダーの協同学習
大学と教育委員会・学校の連携協力　

❶
❷
❸
❹
❺

ひらく 教師の学習コミュニティ
̶ 夜間大学院のスクールリーダー教育 ̶

スクールリーダーの
学習コミュニティ

大阪教育大学 天王寺キャンパス
スクールリーダー・フォーラム事務局

　　　　slp0303@cc.osaka-kyoiku.ac.jpE-mail

大学・学校・教育委員会のコラボレーション

大阪の「フォーラム―夜間大学院ブリッジ」方式

大阪教育大学 夜間大学院の特徴

働きながら学ぶ学習スタイル1
教育課題に立ち向かう「理論知と実践知の対話」2
学校をかじ取りするスクールリーダーシップ育成3
現職教員と大学教員との協同学習4
インターンシップによる校長体験・行政体験5
教師の学習コミュニティの形成6
大学と教育委員会・学校のコラボレーション7

福井の「学校拠点―大学院拡張」方式

福井大学 教職大学院の特徴

教師の「専門的力量」の養成1
大学教員が学校に出向く「学校拠点方式」2
「実践→省察→再構成」サイクルによる理論と実践の融合3
若手と現職の二コースと学び合い4
拠点校での協働実践と大学院での対象化5
２年間にわたる長期実習6
福井県一丸となった協力体制7

スクールリーダー・フォーラム事業は日本教育経営学会「実践研究賞」を受賞しました。この事業の企画
運営・実施にあたって、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、大阪府下市町村教育委員会、学校教職員、
大学教職員、大阪教育大学事務局、印刷会社に所属する多くの方々から多大なご協力とご支援をいただき
ました。ここに記して深甚の感謝を申し上げます。

お 礼

ス ク ー ル リ ー ダ ー 教 育 の 様 式

大阪教育大学 天王寺キャンパス
スクールリーダー・フォーラム事務局

　　　　slp0303@cc.osaka-kyoiku.ac.jpE-mail

スクールリーダー・フォーラム事業は日本教育経営学会「実践研究
賞」を受賞しました（2012年）。この事業の企画運営にあたって、関
係機関に属する方々から多大なご協力とご支援をいただきました。
厚くお礼申し上げます。本年度の事業は大学改革強化推進事業経費
によるものです。

お 礼
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フォーラムの理念

スクールリーダーの「
学びの場」

学校づくりの専門的
支援

学校づくりの理念・政
策・実践の検討

実践者・政策担当者・
研究者の研究交流

大学・学校・教育委員
会のコラボレーション

1
2
3
4
5

フォーラムの概要

12年間で13回のフォ
ーラム開催

講演・報告者189名
、参加者1,215名

報告書13冊（全1,6
26頁）、15,000部配

布

大阪教育大学と大阪
府・大阪市教育委員

会との協働

教師教育のネットワー
クづくり

1
2
3
4
5

スクールリーダー・フ
ォーラムの特 徴

スクールリーダー
の

学校づくり
理論知と実践知の対話


